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五
つ
の
柱
と
主
な
取
り
組
み
は

次
の
と
お
り
で
す
。

「
我
が
家
が
避
難
所
。
だ
か
ら

強
く
安
全
に
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

災
害
予
防
と
減
災
で
人
命
を
守
る

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】


耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
費
、
地

域
単
位
で
の
地
盤
調
査
費
へ
の

補
助


予
防
と
減
災
に
重
点
を
置
い
た

「
市
民
向
け
防
災
の
し
お
り
」

の
作
成


防
災
・
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
条
例
の
制
定


山
地
や
河
川
の
安
全
確
保
と
道

路
交
通
網
の
整
備


耐
震
水
道
管
の
採
用
な
ど
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
（
水
道
・
電
気
・

ガ
ス
な
ど
）
の
強
化


小
・
中
学
校
の
校
舎
や
体
育
館

の
耐
震
補
強

町
内
や
隣
近
所
と
の
日
常
の
つ

な
が
り
を
、
災
害
時
に
も
生
か
せ

る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】


地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
「
市
民

防
災
安
全
士
」
を
育
成
す
る
中

越
市
民
防
災
安
全
大
学
の
開
設


自
主
防
災
組
織
に
よ
る
手
作
り

の
住
民
避
難
計
画
の
作
成
と
防

災
訓
練
の
実
施


町
内
会
や
自
主
防
災
組
織
が
行

う
活
動
を
支
援
す
る
「
防
災
モ

デ
ル
事
業
育
成
支
援
補
助
金
」

の
交
付


自
主
防
災
組
織
の
設
立
や
運
営

に
役
立
つ
「
活
動
の
て
び
き
」

の
作
成

多
様
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
に
対
応

し
た
、
効
果
的
な
情
報
伝
達
体
制

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】


コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
へ
の
緊
急

割
り
込
み
放
送
や
緊
急
告
知
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
の
活
用


既
存
の
同
報
系
無
線
の
活
用


土
砂
災
害
や
洪
水
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
（
被
害
想
定
・
避
難
地

図
）
の
作
成


携
帯
電
話
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
地
域
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
型
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
の

活
用

長
岡
市
防
災
体
制
強
化
の
指
針
を
策
定

日
本
一
災
害
に
強
い
都
市

ま

ち

を
目
指
し
て

市
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
長
岡
市
防
災
体
制
検
討
委

員
会
（
防
災
の
専
門
家
ら
八
人
で
構
成
）
の
提
言
を
踏
ま
え
、
防
災
体
制
強
化
の
指
針
を
ま
と

め
ま
し
た
。
７
・
13
水
害
や
中
越
大
震
災
の
被
災
地
と
し
て
の
経
験
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
大
き
く
五
つ
の
柱
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

市
で
は
今
後
、
こ
の
指
針
に
基
づ
い
て
市
民
力
と
地
域
力
を
生
か
し
た
日
本
一
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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１

災
害
予
防
と
減
災
対
策

２

地
域
防
災
力
の
強
化

３

災
害
情
報
伝
達
体
制
の
整
備

災害時は市からＦＭコ
ミュニティ放送に緊急
割り込み放送をします

災害発生時には、通常の放送に割り込
んで市役所から災害情報を放送します。
今年度、緊急告知ＦＭラジオ（自動的に
電源が入り、大音量で情報を伝えるラジ
オ）と組み合わせた、情報伝達の実証実
験を行います。

▲市役所内のＦＭ緊急割り込み放送用設備

ＦＭながおか
76.4MHz


半
鐘
や
回
覧
板
、
電
柱
へ
の
張

り
紙
な
ど
の
活
用

誰
も
が
安
心
し
て
避
難
で
き
る

環
境
づ
く
り
や
、
市
民
・
学
校
・

企
業
な
ど
が
一
緒
に
取
り
組
む
避

難
対
策
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】


エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
の

予
防
に
配
慮
し
た
、
自
動
車
や

テ
ン
ト
に
よ
る
一
時
避
難
の
有

効
活
用


避
難
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や

更
衣
室
、
授
乳
室
な
ど
の
整
備


地
域
、
学
校
、
行
政
な
ど
の
協

働
に
よ
る
避
難
所
運
営


民
間
流
通
在
庫
の
積
極
的
活
用

に
よ
る
物
資
調
達
体
制
の
確
立


救
援
物
資
の
集
配
拠
点
と
し
て

の
国
営
越
後
丘
陵
公
園
の
活
用


新
た
な
市
民
防
災
・
災
害
対
応

拠
点
と
な
る
長
岡
シ
ビ
ッ
ク
コ

ア
地
区
の
整
備

市
の
各
部
署
が
持
つ
専
門
知
識

や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限

に
生
か
し
た
防
災
体
制
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】


本
庁
（
本
部
）
と
支
所
（
現
地

対
策
本
部
）
に
よ
る
二
本
立
て

の
本
部
体
制
の
確
立


災
害
時
に
専
門
家
の
経
験
や
知

識
を
活
用
す
る
「
防
災
専
門
委

員
制
度
」
の
創
設

問
危
機
管
理
防
災
課

39
・
２
２

６
２

山
古
志
地
域
の
六
集
落
（
油ゆ

夫ぶ

・
梶
金

か
じ
が
ね

・
木
籠

こ
ご
も

・
大
久
保
・
池
谷

い
け
た
に

・
楢
木

な
ら
の
き

）
は
震
災
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
た
め
、
今
も
避
難
指
示

が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
六
集
落
を
再
生
す
る
た
め

の
計
画
が
、
三
月
二
十
八
日
、
第

五
回
山
古
志
集
落
再
生
計
画
策
定

調
査
作
業
部
会
（
各
集
落
の
代
表

や
有
識
者
、
市
な
ど
で
構
成
）
で

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

計
画
に
は
、
冬
で
も
暮
ら
し
や

す
い
住
宅
や
安
全
な
道
路
の
建
設
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
す
る
た

め
の
集
会
所
や
公
園
の
整
備
な
ど

を
具
体
的
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
や
養
鯉
業
な
ど
の

生
活
基
盤
を
確
保
し
、
地
域
資
源

を
生
か
し
て
都
市
に
住
む
人
と
交

流
す
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
を
行
う
こ
と
で
、
集
落
の
活
性

化
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

再
生
す
る
集
落
で
の
生
活
を
希

望
し
て
い
る
の
は
、
二
月
現
在
で

六
集
落
百
五
十
八
世
帯
の
う
ち
百

三
世
帯
。
住
民
の
み
な
さ
ん
は
、

昨
年
十
月
か
ら
懇
談
会
や
作
業
部

会
な
ど
で
話
し
合
い
を
重
ね
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
集
落
づ
く
り
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

市
で
は
今
後
も
住
民
の
み
な
さ

ん
と
協
議
し
、
来
年
十
二
月
に
は

希
望
す
る
す
べ
て
の
世
帯
が
再
生

し
た
集
落
で
生
活
で
き
る
よ
う
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
事
業
に

着
手
し
ま
す
。

住み慣れた山の暮らしを復興

山古志地域の
集落再生計画が
まとまりました
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４

応
急
対
策
と

避
難
環
境
の
整
備

５

災
害
対
策
本
部
機
能
の
強
化

▲楢木集落の計画案。旧池谷小跡地に「天空
の郷

さと

」をイメージした集落をつくります。

「ながおか防災情報」ホームページ
http://www.bousai.city.

nagaoka.niigata.jp
平常時から避難所情報など最新の防災

情報を提供しています。災害時は被災状
況や安否情報の確認ができます。

問情報政策課39・2205

長岡の地域ＳＮＳ「おここなごーか」
http://www.sns.ococo.jp

個人・グループで交流や地域の情報交
換ができます。災害時には「まちかどレ
ポーター」から災害情報が提供されます。
問ＮＰＯ法人ながおか生活情報交流ねっ
と35・6800

「住民あんぜん長岡」（登録無料）
http://jmjp.jp

大雨や大雪、地震などの災害・防災情
報と防犯情報を携帯電話に配信します。
登録方法＝①携帯電話のメールあて先に
jm@jmjp.jpと入力②メールの題名に半
角数字で「111」と入力し、本文なしで
送信③返送されるメールに従って手続
きし、登録完了

問ＮＰＯ法人住民安全ネットワークジャ
パン39・1656

上
除
町
と
小
国
町
七
日
町
に

り
災
者
公
営
住
宅
が
完
成

市
で
は
、
震
災
で
自
宅
が
被

害
を
受
け
、
自
力
で
の
住
宅
再

建
が
困
難
な
人
た
ち
の
た
め
の
、

り
災
者
公
営
住
宅
の
建
設
を
進

め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
長
岡
地
域
の
上

除
団
地
と
小
国
地
域
の
七
日
町

団
地
に
建
設
し
て
い
た
公
営
住

宅
が
完
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
四
月

十
四
日
と
二
十
日
に
入
居
者
へ

鍵
の
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
上
除
団
地
で
は
三
十
二
世

帯
、
七
日
町
団
地
で
は
六
世
帯

が
入
居
し
、
新
し
い
生
活
を
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

市
は
今
後
、
長
岡
地
域
の
長

倉
町
や
千
歳
、
栃
尾
地
域
の
仲

子
町
、
そ
し
て
山
古
志
地
域
内

で
、
被
災
者
の
た
め
の
公
営
住

宅
を
整
備
し
ま
す
。

▲上除団地内に完成した、り災者公営
住宅
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い
よ
い
よ
始
ま
る
「
夢
づ
く
り
教
育
」

未未来来をを担担うう人人づづくくりり
テテーーママはは「「熱熱中中！！ 感感動動！！」」

学学
校校
教教
育育
のの
現現
場場
でで
はは
、、
子子
どど
もも
たた
ちち
のの
学学
ぶぶ
意意
欲欲
のの
低低
下下
やや
学学

力力
のの
二二
極極
化化
なな
どど
がが
深深
刻刻
なな
問問
題題
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
市市
でで
はは
ここ

のの
対対
策策
とと
しし
てて
、、
子子
どど
もも
のの
やや
るる
気気
やや
学学
ぶぶ
意意
欲欲
をを
引引
きき
出出
すす
たた

めめ「「
熱熱
中中
！！
感感
動動
！！
夢夢
づづ
くく
りり
教教
育育
」」をを
今今
年年
度度
かか
らら
本本
格格
的的
にに
スス

タタ
ーー
トト
しし
まま
すす
。。
アア
シシ
スス
タタ
ンン
トト
テテ
ィィ
ーー
チチ
ャャ
ーー
のの
増増
員員
、、
地地
域域

・・
子子
どど
もも
元元
気気
塾塾
助助
成成
事事
業業
のの
開開
始始
なな
どど
、、
どど
のの
子子
にに
もも
夢夢
とと
自自
信信

をを
持持
たた
せせ
るる
教教
育育
をを
目目
指指
しし
まま
すす
。。
※※
概概
要要（（
主主
なな
事事
業業
））はは
下下
図図

〈『熱中！感動！夢づくり教育』事業計画の概要〉

※「熱中！感動！夢づくり教育」事業の参加者募集は、市政だよりなどで
お知らせしていきます。今月は14ページをご覧ください。

夢づくり教育が
目指すこと

どの子にも夢と自
信を持たせる教育

そのために
今必要なこと

子どものやる気や
学ぶ意欲を引き出
す施策

子どもたちの現状
・学ぶ意欲の低下
・勉強する子とし
ない子の二極化

－施策①－
どの子にもわかる

授業の実現
読み書き計算、基礎・基
本をしっかりと身に付け

させることができるよう、

学校を支援する。

－施策②－
地域力、市民力を
生かした教育の推進
地域、団体、ＮＰＯ法人
などが学校と連携し、ま

たは自主的に行う子ども

を対象とする活動を支援

し、地域みんなで子ども

を育てる。

－施策③－
熱中・感動体験活動

の充実
子どものやる気をかきた
てる（夢中になる、感動

する、夢につながる）活

動の充実に、市・学校・

地域が積極的に取り組む。

◆学校を支援する事業
○学校・子どもかがやき塾（拡充）…やる気を引き出す授業や地

域との連携による教育活動に対し財政支援をする

○アシスタントティーチャーの配置（拡充）
○外国語指導助手（ＡＬＴ）の派遣（拡充）

○教員サポート錬成塾…若手教師の資質や指導力の向上を図る研

修 ○ようこそまちの先生

◆地域・ＮＰＯ法人を支援する事業
○地域・子ども元気塾（新規）…自然体験、伝統文化継承、環境

美化、スポーツ、レクリエーションなどの活動を支援する

○スポーツ少年団事業支援

個性・能力を伸ばす事業
○小学生ロボコン教室（拡充・市）

○中学生数学アカデミー・イングリッシュアカデミー（市）

○ヨット体験、カヌー体験、マウンテンバイク（将来予定・市）

○海の学校２㎞の遠泳（表町小学校） ○火打山登山（南中学校）
○ロボコン大会（ＮＰＯ法人にいがたエジソン学園）

感性・情操を豊かにする事業
○ふれ愛芸術体験事業（新規・市） ○ポニーキャンプ（新規・市）
○アウトリーチ活動「小中学校出前コンサート」（長岡市芸術文

化振興財団）

○マーチングバンド（才津小学校） ○しぶみ太鼓（渋海小学校）

○伝統文化こども教室（三味線など）（与板民謡たちばな会）

地域・自然を愛する心をはぐくむ事業
○ふるさと大好き！親子ながおか探訪ツアー（新規・市）

○自然体験道場（新規・市） ○中越地震に学び 中越大震災を語
り継ぐ（新規・市）

○伝統芸能「広大寺」の伝承（中野俣小学校）

○赤城コマランド（四郎丸地区教育環境づくりの会）

社会の一員としての意識を高める事業
○中高生キャリア意識向上支援講座（新規・市）

○体感型ビジネスゲーム（小学生キャリア教育）（市）

○職場体験、職場見学（学校）

○前川フラワーロード（前川地区花いっぱい活動支援者の会）

◆市・学校・地域が取り組む主な事業（例）

「
熱
中
！
感
動
！
夢
づ
く
り
教

育
」
で
は
、
学
校
教
育
が
抱
え
る

課
題
を
解
決
し
、
子
ど
も
の
や
る

気
と
学
ぶ
意
欲
を
引
き
出
す
た
め
、

次
の
三
つ
を
柱
に
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

①
ど
の
子
に
も
わ
か
る
授
業
の
実

現
…
勉
強
が
わ
か
り
、
授
業
が

楽
し
い
こ
と
が
基
本
で
す
。
わ

か
る
授
業
、
や
る
気
を
引
き
出

す
授
業
へ
の
取
り
組
み
と
そ
れ

を
支
援
す
る
施
策
を
充
実
し
ま

す
。

②
地
域
の
力
、
市
民
の
力
を
生
か

し
た
教
育
の
推
進
…
地
域
の
大

人
や
団
体
な
ど
か
ら
教
育
に
参

画
し
協
力
し
て
も
ら
う
な
ど
、

学
校
と
地
域
の
連
携
を
進
め
ま

す
。

③
熱
中
・
感
動
体
験
活
動
の
充
実

…
熱
中
・
感
動
体
験
は
、
子
ど

も
の
や
る
気
を
引
き
出
す
き
っ

か
け
と
な
り
ま
す
。
市
、
学
校
、

地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応

じ
て
体
験
活
動
の
充
実
に
取
り

組
み
ま
す
。

◇

◇

問
学
校
教
育
課

39
・
２
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９
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い
よ
い
よ
始
ま
る
「
夢
づ
く
り
教
育
」

▲ＡＬＴによる楽しい英語の授業（４月12日・中
之島中央小）

『熱中！感動！夢づくり

教育』の策定までの経緯

市では平成16年９月、

長岡市の教育のあり方を

検討しようと、教育関係

者や保護者などで構成す

る検討委員会（委員長・

羽賀友信さん）を設置。

昨年３月に提言がまとめ

られました。

９月には「わかる授業

検討部会」など６つの部

会で構成する推進会議を

組織。そこでの意見を集

約するとともに、ロボコ

ン教室などを試行的に実

施して、今回の具体的な

事業計画を決定しました。

６年生
國嶋昂汰さん

英語を話せるように
なってとてもうれし
いです。ときどき、
家族に「ハロー」と
か英語で話しかけま
す。

６年生
中嶋奈々さん

英語のＣＤを聞いた
り、ゲームをしたり
して楽しいです。本
場の英語が聞けるの
で発音が良くなりま
した。

「長岡の人材教育」の理念を引き継ぎ次のステップへ

平
成
七
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
長
岡
の
人
材
教
育
」
事
業

は
、
教
育
に
卓
越
性
を
導
入
し
、
子
ど
も
た
ち
の
情
操
を
高

め
、
才
能
を
最
大
限
に
伸
ば
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
し

た
。同

事
業
で
は
、
学
区
や
学
年
の
枠
を
超
え
た
ス
ポ
ー
ツ
活

動
や
芸
術
活
動
な
ど
を
実
施
。
平
成
十
年
度
か
ら
は
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
ア
カ
デ
ミ
ー
や
数
学
ア
カ
デ
ミ
ー
、
平
成
十
四
年

度
か
ら
は
小
・
中
学
校
が
連
携
し
た
事
業
を
新
た
に
ス
タ
ー

ト
す
る
な
ど
、
そ
の
内
容
の
充
実
と
改
善
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
児
童
・
生
徒
た
ち
か
ら
は
、「
友
だ
ち
が
増
え
た
」
と
他

校
と
の
交
流
で
人
間
関
係
が
豊
か
に
な
っ
た
と
い
う
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
、
保
護
者
か
ら
も
「
子
ど
も
に
と
っ
て
た
め
に

な
っ
た
」
と
い
う
回
答
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
の
底
辺
の
拡
大
に
も
つ
な
が
る
な
ど
、
一
定
の
成
果

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
指
導
者
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
や
参
加
者
数
に
偏

り
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
学

習
指
導
要
領
の
改
訂
や
学
校
裁
量
の
拡
大
な
ど
の
教
育
改
革

に
よ
り
、
週
一
回
平
日
の
午
後
を
一
律
に
人
材
教
育
の
時
間

と
し
て
い
る
こ
と
が
、
学
校
の
創
意
工
夫
の
余
地
を
狭
め
る

結
果
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
な
ど
の
活
動
が
充
実
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
い
て
、

社
会
教
育
・
体
育
へ
の
移
行
の
条
件
が
次
第
に
整
っ
て
き
ま

し
た
。

事
業
開
始
か
ら
十
年
。
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
わ
り
、
事
業
内
容
を
見
直
す
時
期
に
き
て
い
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
「
熱
中
！
感
動
！
夢
づ
く
り
教

育
」
は
「
長
岡
の
人
材
教
育
」
の
理
念
を
引
き
継
ぐ
と
と
も

に
、
学
ぶ
意
欲
の
低
下
や
学
力
の
二
極
化
な
ど
の
新
た
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

３
つ
の
柱
で
夢
づ
く
り
教
育

を
推
進
し
ま
す



現
在
、
市
役
所
の
本
庁
機
能
は
、

地
方
分
権
や
合
併
に
よ
る
業
務
の

拡
大
に
よ
り
、
幸
町
の
本
庁
舎
、

分
室
の
ほ
か
、
柳
原
分
庁
舎
や
大

手
通
り
周
辺
の
分
室
に
分
散
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
本
庁
舎
は
、
公
共
交
通

機
関
の
結
節
点
で
あ
る
中
心
市
街

地
か
ら
遠
い
た
め
、
車
を
運
転
し

な
い
人
、
特
に
お
年
寄
り
、
体
の

不
自
由
な
人
に
と
っ
て
は
利
用
し

に
く
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
合
併
し
て
大
き
く
広
が
っ

た
市
域
の
ど
こ
か
ら
で
も
バ
ス
な

ど
で
気
軽
に
来
る
こ
と
が
で
き
る

市
役
所
や
公
共
施
設
の
配
置
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
委
員
会
を
設
置
し
て

移
転
案
を
検
討

市
で
は
、「
厚
生
会
館
地
区
な
ど

に
行
政
施
設
を
配
置
し
、
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
展
開
を
図
る
こ
と
が
望

ま
し
い
」
と
い
う
中
心
市
街
地
構

造
改
革
会
議
の
提
言
を
踏
ま
え
、

今
年
度
、
長
岡
市
行
政
機
能
再
配

置
検
討
市
民
委
員
会
を
設
置
。
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
移
転
に
必

要
な
経
費
な
ど
の
観
点
か
ら
、
本

庁
機
能
の
あ
る
べ
き
位
置
や
具
体

的
な
配
置
な
ど
移
転
に
つ
い
て
の

検
討
を
行
い
ま
す
。

検
討
す
る
移
転
案
は
お
お
む
ね

次
の
と
お
り
で
す
。

①
厚
生
会
館
地
区
に
、
本
庁
機
能

を
ま
と
め
て
一
括
配
置

②
厚
生
会
館
地
区
や
大
手
通
再
開

発
地
区
な
ど
に
、
本
庁
機
能
を

段
階
的
に
分
散
配
置

こ
の
ほ
か
、
多
く
の
市
民
が
利

用
す
る
文
化
・
福
祉
な
ど
の
施
設

に
つ
い
て
、
大
手
通
り
周
辺
の
設

置
位
置
も
検
討
し
ま
す
。

検
討
の
状
況
は
、
市
政
だ
よ
り

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
行
政
管
理
課

39
・
２
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市
役
所
の
移
転
を
検
討
し
ま
す

だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
市
役
所
を
目
指
し
て
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長岡市行政機能再配置検討市民委員会委員
（50音順・敬称略）

今井 雅人 長岡青年会議所理事長

小川 峰夫 ながおかタウンマネジメント企画運営会議代表

片桐 義則 長岡市社会教育委員会委員

金子 博 連合新潟中越地域協議会事務局長

鯉江 康正 長岡大学教授

小池 裕子 長岡子育てライン三尺玉ネット副代表

齋藤 純 長岡市社会福祉協議会会長

田中 克己 長岡市行財政改革推進市民委員会委員

田村 巖 長岡商工会議所会頭

外山 康男 栃尾地域委員会委員長

豊口 協 長岡造形大学理事長

中出 文平 長岡技術科学大学教授

松澤 悦子 総合計画策定委員会教育・文化部会委員

三上 規子 寺泊地域委員会委員

渡辺 千雅 NPO法人ながおか生活情報交流ねっと理事

完
成
間
近
な
長
生
橋

写
真
は
、
長
岡
の
名
勝
と
し
て

絵
は
が
き
に
な
っ
た
架
け
替
え
工

事
中
の
長
生
橋
で
す
。
撮
影
場
所

は
右
岸
上
流
で
、
鉄
橋
の
向
こ
う

に
は
木
橋
の
長
生
橋
が
見
え
ま
す
。

独
特
の
形
を
持
つ
連
続
十
三
連
の

山
の
ゲ
ル
バ
ー
式
鋼
構
橋

こ
う
こ
う
き
ょ
う

は
一
部

が
完
成
し
て
い
ま
す
。

長
生
橋
の
名
前
は
長
岡
の
「
長
」、

草
生
津

く
そ
う
づ

の
「
生
」
か
ら
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
明
治
九
年
に
信
濃
川
最

初
の
橋
と
し
て
架
け
ら
れ
た
と
き

の
名
称
は
、
そ
の
形
が
龍
が
横
た

わ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と

か
ら
臥
龍

が
り
ゅ
う

橋
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

当
時
の
長
生
橋
は
木
橋
と
し
て

は
日
本
一
長
い
橋
で
し
た
。
し
か

し
橋
板
な
ど
の
傷
み
が
激
し
く
、

歩
行
者
は
バ
ス
が
通
る
と
欄
干
に

し
が
み
つ
い
て
待
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ほ
ど
揺
れ
た

と
言
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
鉄
橋

へ
の
架
け
替
え
を
求

め
る
声
が
高
ま
り
、

昭
和
九
年
に
県
が
七

十
万
円
の
予
算
で
架

け
替
え
工
事
に
着
手
。

昭
和
十
二
年
十
月
十

二
日
に
、
北
陸
・
東

北
地
方
で
は
最
長
の

橋
（
長
さ
八
五
〇
メ

ー
ト
ル
、
幅
員
約
七

メ
ー
ト
ル
）
と
し
て

現
在
の
長
生
橋
が
完

成
し
ま
し
た
。

①▲工事中の長生橋（昭和12年ころ）
東詰から長生橋を渡る際の道路の曲がりや歩道上から見える橋
脚跡に、昭和12年まで使われていた木橋の名残が見られます。

「長岡市政100年のあゆみ」の予約受け付け中！ 問文書資料室36・7832

早
期
完
成
に
向
け
大
き
く
前
進

長
岡
東
西
道
路
は
、
中
心
市
街

地
（
川
東
地
域
）
と
長
岡
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
な
ど
（
川
西
地
域
）
を
つ

な
ぐ
新
し
い
路
線
と
し
て
、
県
が

事
業
主
体
と
な
り
平
成
十
年
度
に

着
手
し
ま
し
た
。
現
在
、
用
地
買

収
や
盛
土
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

市
は
県
と
と
も
に
、
こ
の
路
線

が
一
日
も
早
く
完
成
す
る
よ
う
、

国
の
直
轄
事
業
（
国
が
直
接
工
事

を
行
う
こ
と
）
に
よ
る
整
備
を
要

望
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
十
八
年
度
か

ら
、
整
備
区
間
（
要
町
～
西
津
町
）

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
信
濃

川
に
架
か
る
橋
り
ょ
う
部
分
の
工

事
を
国
の
直
轄
事
業
で
整
備
す
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
国
と
県
が
一
体
と
な
っ

て
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

東
西
道
路
の
早
期
完
成
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

完
成
す
る
と
、
長
生
橋
や
大
手

大
橋
の
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
、
川
東

地
域
と
川
西
地
域
を
結
ぶ
広
域
交

通
機
能
が
一
層
強
化
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
区
間
の
整
備
が

で
き
る
だ
け
早
期
に
完
了
す
る
よ

う
、
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

大
手
大
橋
の
４
車
線
化
に
弾
み

一
方
、
大
手
大
橋
で
は
、
現
在
、

四
車
線
化
に
向
け
た
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

東
西
道
路
の
一
部
が
国
の
直
轄

事
業
に
な
っ
た
こ
と
で
、
大
手
大

橋
の
四
車
線
化
に
つ
い
て
も
県
の

重
点
的
な
整
備
に
よ
り
、
早
期
の

実
現
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
平
成
二

十
一
年
の
秋
に
開
催
さ
れ
る
新
潟

国
体
ま
で
に
は
、
拡
幅
部
分
の
供

用
が
可
能
と
な
る
見
込
み
で
す
。

第
10
回
米
百
俵
賞
は

後
藤
文
雄
さ
ん
に

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
教
育
を

独
創
的
な
活
動
に
よ
り
、
人
材

の
育
成
に
大
き
く
貢
献
し
た
個
人

や
団
体
を
表
彰
す
る
米
百
俵
賞
。

三
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
米
百

俵
賞
選
考
委
員
会
で
、
長
岡
市
出

身
の
後
藤
文
雄
さ
ん
が
第
十
回
の

受
賞
者
に
決
ま
り
ま
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
未
来
の
た
め

学
校
を
建
設

ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
に
よ
る
圧
制

に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
が
難
民
と

な
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
。
後
藤
さ
ん

は
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
難
民
と

な
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
日
本
で
引

き
取
っ
て
教
育
活
動
に
取
り
組
み
、

里
親
と
し
て
十
四
人
の
子
ど
も
た

ち
を
育
て
ま
し
た
。

そ
し
て
、
教
育
支
援
こ
そ
が
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
未
来
に
希
望
を
も
た

ら
す
と
の
考
え
か
ら
、
平
成
六
年
、

私
財
を
投
じ
て
現
地
に
学
校
を
建

設
す
る
活
動
を
始
め
ま
す
。
昨
年

ま
で
に
十
二
校
を
建
設
し
、
現
在

も
支
援
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

荒
廃
し
た
当
時
の
カ
ン
ボ
ジ
ア

は
教
師
と
な
る
人
材
が
不
足
し
、

政
府
も
教
育
に
は
手
が
回
ら
な
い

状
況
で
し
た
。し
か
し
、後
藤
さ
ん

の
地
道
な
活
動
は
、
政
府
や
人
々

に
教
育
の
大
切
さ
を
改
め
て
気
付

か
せ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

選
考
委
員
長
の
半
藤
一
利
さ
ん

は
「
米
百
俵
の
志
と
全
く
同
じ
活

動
を
さ
れ
て
い
る
方
で
す
」
と
選

考
理
由
を
語
っ
て
い
ま
す
。

米百俵デー市民の集い（入場無料）

日時＝６月15日午後２時～４時30分

会場＝リリックホール・コンサートホール

内容＝①第10回米百俵賞贈呈式

選評…半藤一利さん（作家）

②講演会

演題…「自然ふるさと生活再発見」

講師…俳優・菅原文太さん

申はがきに「市民の集

い」参加希望、住所、

氏名、電話番号、参

加人数を記入し、５

月８日～31日に

〒940－8501（住所記

入不要）長岡市役所

庶務課へ（電話でも

可。受け付けは先着。

当日は手話通訳あり）

問庶務課39・2203

▲菅原文太さん

▲後藤文雄さん

広域交通機能の強化に向け
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東東西道路の橋りょう部分が
国国の直轄事業に
大大手大橋４車線化にも弾み

問交通政策課39・2267



長
岡
の
こ
こ
が
好
き

「
豊
か
な
自
然
」「
歴
史
と
伝
統
」

「
食
べ
物
」
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
！

市
で
は
現
在
、
今
後
十
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
長
岡
市

総
合
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
に
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
幅
広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、

今
年
一
月
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
結
果

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。
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Ｑ：長岡市の良いところ、好きなと
ころは何ですか（複数回答）

合併による地域の魅力

の増加を反映

良いところ好きなところには、「豊かな

自然」が66.7％と最も多く、次いで「四

季の変化」が52.2％となっています。

また、平成12年の前回アンケート結果

と比べると、「豊かな自然がある」「歴史

と伝統がある」「おいしい食べ物が豊富に

ある」が大きく伸びています。合併によ

り新たに加わった各地域の自然や特産品、

資源、伝統芸能などに関心が高まってい

るようです。

Ｑ：長岡市の足りないところ、嫌い
なところは何ですか（複数回答）

「交通の便が悪い」と

感じる人が３割を超す

２年連続の豪雪の影響からか「夏は暑

く、冬は雪が多い」と答える人が約半数

に上りました。

また、前回のアンケートより大幅に増

えた項目が「交通の便が悪い」で34.5％。

「若者の遊ぶ場所が少ない」も若干増加

しています。また、「都市としての個性や

特徴がない」「活気とにぎわいがない」と

する人が約10～15％減ったものの、依然

として３割を超えています。

Ｑ：長岡市はどのようなまちづくりの方向が大切ですか（複数回答）

回答が多かったのは、「災害

に強く、安全に暮らせるまち」

「犯罪が少なく、安心して暮

らせるまち」でした。一昨年

の震災と水害の影響もあって、

安全・安心に対する市民の関

心の高さがうかがえます。

また、「福祉や医療の充実」

「子育てや教育の充実」「産業

の活性化」など多様なまちづ

くりの方向にも目が向けられ

ています。

「ごみの減量化」などの割

合が低いのは、左ページの満

足度調査からわかるように、

現状に満足している人が多い

ことも要因の一つと思われま

す。

総合計画策定のための市民アンケート結果まとまる
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５割以上満足が12項目、不満が４項目
Ｑ：身の回りの環境やサービスにどのくらい満足していますか

行政サービス全般にわた

る23項目の満足度について

聞きました。

満足度 高 は

住環境、生活環境
「満足」と「どちらかと

いえば満足」の合計が５割

を超えたのは12項目。特に、

「住環境」「生活環境」の分

野の満足度が高いことが分

かりました。中でも、「生活

騒音や工場公害、悪臭」対

策や「消防・救急など」の

満足度は７割を超えていま

す。

満足度 低 は

道路・生活環境・通信
反対に、「不満」と「どち

らかといえば不満」の合計

が５割を超えたのは４項目。

いずれも「道路・生活環境

・通信」の分野でその数値

が高くなっています。

特に満足度が低かったの

は、２年続きの豪雪を反映

してか「道路や歩道の除雪」。

次いで、「道路の消雪パイプ

の整備状況」「バス・電車な

ど公共交通機関」でした。

ド
イ
ツ
・
ト
リ
ア
ー
市

な
ど
と
姉
妹
都
市
締
結

長
岡
市
は
、
友
好
交
流
が
十

周
年
を
迎
え
た
ト
リ
ア
ー
市
と
、

市
制
百
周
年
を
機
に
、
両
市
の

さ
ら
な
る
交
流
を
進
め
る
た
め

姉
妹
都
市
を
締
結
し
ま
し
た
。

ま
た
、
合
併
に
よ
り
長
岡
市

が
姉
妹
都
市
関
係
を
引
き
継
い

だ
旧
小
国
町
の
姉
妹
都
市
・
ス

イ
ス
の
ロ
マ
ン
モ
テ
ィ
エ
・
エ

ン
ヴ
ィ
ー
村
、
旧
和
島
村
の
姉

妹
都
市
・
フ
ラ
ン
ス
領
ポ
リ
ネ

シ
ア
西
タ
イ
ア
ラ
プ
連
合
村（
タ

ヒ
チ
島
内
）と
再
度
調
印
し
、
交

流
の
促
進
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

四
月
一
日
に
市
役
所
で
行
わ

れ
た
調
印
式
に
は
、
ト
リ
ア
ー

市
の
シ
ュ
レ
ア
ー
市
長
を
は
じ

め
と
す
る
訪
問
団
や
二
村
の
長
、

長
岡
市
議
会
議
員
な
ど
約
百
人

が
出
席
。
森
市
長
と
一
市
二
村

の
長
が
宣
言
書
に
調
印
し
、
固

い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

調査の対象者は5,000

人。市内（合併９市町村

を含む）に住む20歳以

上の人から性別および地

域を考慮した上で無作為

抽出した結果、3,152人

（有効回答率63.04％）

から回答をいただきまし

た。

市ではこの結果を総合

計画の策定に生かしてい

きます。

アンケートの結果は、

市役所１階市民情報ラウ

ンジ、市民センター、各

支所地域振興課および市

のホームページ http://

www.city.nagaoka.niiga

ta.jpからご覧になれます。

◇ ◇

問企画課39・2204

▲調印後、握手を交わす森市長
とシュレアー・トリアー市長



四
月
六
日
、
三
島
地
域
に
古
く
か
ら
語
り
継

が
れ
る
民
話
を
、
紙
芝
居
や
演
劇
な
ど
に
し
て

将
来
に
伝
え
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
、
三
島

体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
事
業
と

し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
中
永

ち
ゅ
う
え
い

地
区
の
伝
説

「
耳
の
あ
る
白
蛇

し
ろ
へ
び

」
の
紙
芝
居
と
演
劇
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

山
賊
に
襲
わ
れ
た
杢
平

も
く
べ
い

老
人
を
助
け
た
若
武

者
と
、
杢
平
の
娘
（
白
蛇
の
化
身
）
の
悲
恋
の

物
語
を
、
公
募
で
集
ま
っ
た
地
域
の
み
な
さ
ん

で
演
じ
ま
し
た
。

穏
や
か
な
調
子
で
語
ら
れ
る
紙
芝
居
に
聞
き

入
り
、
地
域
の
方
言
を
巧
み
に
織
り
交
ぜ
た
演

劇
を
鑑
賞
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
ど
ち
ら
も
お

も
し
ろ
か
っ
た
。
ま
た
見
た
い
」
と
話
し
、
民

話
の
世
界
に
す
っ
か
り
引
き
込
ま
れ
た
様
子
で

し
た
。

四
月
五
日
、
第
五
十
八
回
清
酒
品
評
会
が
寺
泊
支
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

品
評
会
に
は
十
六
人
の
杜
氏

と
う
じ

が
五
十
三
点
を
出
品
し
、
こ
の

冬
仕
込
ん
だ
新
酒
の
出
来
を
競
い
ま
し
た
。
南
部
、
丹
波
と
並

ん
で
日
本
三
大
杜
氏
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
越
後
杜
氏
。
中
で

も
寺
泊
地
域
は
全
国
各
地

の
蔵
元
に
多
く
の
杜
氏
を

輩
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
品
評
会
は
春
の
訪

れ
と
と
も
に
行
わ
れ
る
寺

泊
地
域
の
恒
例
行
事
。
審

査
会
場
は
、
新
酒
の
柔
ら

か
な
香
り
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

寺 泊

味
と
香
り
で
真
剣
勝
負

寺
泊
杜
氏
自
慢
の
技
く
ら
べ▲県の醸造試験場の職員が一点

ずつ口に含み、審査します。

春
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
四
月
九
日
、
交
通
安
全
パ
レ

ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
発
式
で
は
星
秀
道
・
見
附
警
察
署
長
が
「
市
民
一
人
ひ
と

り
に
交
通
安
全
を
意
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
事
故
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
一
日
警
察
署
長
と
一
日
交
通
課
長

に
任
命
さ
れ
た
み
ず
ほ
保

育
園
の
園
児
二
人
が
元
気

に
出
発
宣
言
を
し
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
で
は
、
交
通

安
全
団
体
の
関
係
者
な
ど

約
六
十
人
が
白
バ
イ
や
パ

ト
カ
ー
に
乗
車
し
、
道
行

く
市
民
に
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

中之島

事
故
防
止
に
園
児
も
一
役

春
の
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

▲ヘルメットと制服姿もりり
しく決まって、いざ出動！

三

島

民話っておもしろい！

演劇で伝える地域の宝物

四
月
九
日
、
第
三
十
五
回
長
岡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

気
温
六
度
と
い
う
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
五
人
の
招
待
選

手
を
含
む
約
七
百
人
の
ラ
ン
ナ
ー
は
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
十

キ
ロ
、
五
キ
ロ
、
三
キ
ロ
の
各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
ス
タ
ー
ト
。

参
加
ラ
ン
ナ
ー
は
、

沿
道
か
ら
の
大
き
な
声

援
を
受
け
て
力
走
。
肌

寒
い
天
候
を
も
の
と
も

せ
ず
思
い
思
い
の
ペ
ー

ス
で
市
営
陸
上
競
技
場

の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、

長
岡
の
ま
ち
を
走
破
し

ま
し
た
。

長 岡

寒
風
も
な
ん
の
そ
の

長
岡
の
ま
ち
を
駆
け
抜
け
る▲ハーフマラソンは、市営スキー

場で折り返す約21キロの長丁場。

四
月
七
日
、
良
寛
さ
ま
朗
読
ラ
イ
ブ
が
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

も
て
な
し
家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

越
後
を
代
表
す
る
文
人
・
相
馬
御
風

そ
う

ま

ぎ
ょ
ふ
う

の
作
品
『
良
寛
さ
ま
』（
昭

和
五
年
出
版
）
に
掲
載
さ
れ
な
が
ら
、
戦
争
の
影
響
も
あ
り
、

曲
が
付
か
な
い
ま
ま
だ
っ
た

童
謡
の
詩
に
「
越
後
語
り
座
」

の
ギ
タ
リ
ス
ト
が
作
曲
。
情

緒
あ
る
音
色
の
バ
ン
ブ
ー
サ

ッ
ク
ス
の
演
奏
と
と
も
に
朗

読
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
、

観
客
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」

と
「
砂
山
」
を
合
唱
。
良
寛

の
時
代
の
和
島
の
暮
ら
し
に

思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

和 島

「
良
寛
さ
ま
」
で
古
民
家
ラ
イ
ブ

朗
読
と
サ
ッ
ク
ス
の
競
演

▲古民家を移築した「もてなし家」
でのライブは雰囲気たっぷり。

▲当日は、地域の子どもたちが大勢で鑑賞。約２カ月にわたる
練習を重ねた演劇は、見ごたえ十分でした。

10市政だより 2006.5

こ
し
じ
ほ
た
る
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が
四
月
十
五
日
行
わ
れ
、

約
四
百
人
が
ご
み
拾
い
に
参
加
し
ま
し
た
。

越
路
地
域
で
は
毎
年
、
ホ
タ
ル
の
す
む
き
れ
い
な
ま
ち
に
し

よ
う
と
、
子
ど
も
会
や
事
業
所
な
ど
か
ら
の
参
加
者
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
越
路
全
域
の
道
路
な
ど
に
散
乱
し
た
ご
み
を
拾
う

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
渋
海
川
堤
防
沿
い

や
関
越
自
動
車
道
沿
い
の
市

道
で
実
施
。
こ
の
日
集
め
ら

れ
た
ご
み
の
量
は
軽
ト
ラ
ッ

ク
十
四
台
分
。
参
加
者
は
投

げ
捨
て
ら
れ
た
ご
み
の
多
さ

に
驚
き
な
が
ら
も
、
熱
心
に

作
業
を
し
ま
し
た
。

越 路

ま
ち
を
き
れ
い
に

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を
実
施

▲用意されたごみ袋は、あっと
いう間にいっぱいに。

太
郎
丸
地
区
恒
例
の
春
祭
り
が
四
月
十
五
、

十
六
日
の
両
日
、
新
浮
海

し

ぶ

み

神
社
で
行
わ
れ
、
巫み

女こ

爺じ

踊
り
や
村
芝
居
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

境
内
の
特
設
舞
台
で
演
じ
ら
れ
た
村
芝
居

「
小
国
力
士
伝
」
は
故
郷
小
国
を
離
れ
た
力
士

が
郷
土
を
愛
す
る
思
い
を
胸
に
、
無
敵
の
外
国

人
力
士
に
挑
む
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ト
ー

リ
ー
。
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
積
ん
で
き
た

地
区
の
み
な
さ
ん
が
ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
に
小

国
弁
で
熱
演
し
ま
し
た
。
当
日
は
息
が
白
く
な

る
ほ
ど
の
冷
え
込
み
で
し
た
が
、
心
温
ま
る
芝

居
の
内
容
と
笑
い
で
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

十
六
日
の
本
祭
り
で
は
地
域
に
古
く
か
ら
伝

わ
る
「
巫
女
爺
」
を
乗
せ
た
山
車
が
、
独
特
な

節
ま
わ
し
を
唱
え
な
が
ら
地
区
内
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
無
形
文
化
財
の
「
巫
女

爺
踊
り
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
与
板
地
域
を
縦
断
す

る
国
道
４
０
３
号
線
に
開
設
し
た
交
通
指
導
所
に
、
与
板
幼
稚

園
児
に
よ
る
「
チ
ビ
ッ
子
し
ど
う
隊
」
が
、
今
年
も
元
気
に
出

動
し
ま
し
た
。

チ
ビ
ッ
子
し
ど
う
隊
は
、
与
板
警
察
署
、
交
通
安
全
協
会
や

高
齢
者
交
通
安
全
推
進

員
な
ど
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
、「
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
し
て
く
だ
さ
い
！
」

「
脇
見
を
し
な
い
で
く

だ
さ
い
！
」
と
、
行
き

交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
に
元

気
い
っ
ぱ
い
に
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

与 板

ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
気
を
つ
け
て

チ
ビ
ッ
子
し
ど
う
隊

出
動▲交通安全の黄色い旗を片手に

「ちゃんとルールを守ってね」。

小

国

オリジナル脚本で観客沸かす

太郎丸春祭りで村芝居

四
月
七
日
、
山
古
志
小
学
校
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
八
人
（
男

子
六
人
、
女
子
二
人
）
の
新
入
生
が
、
希
望
を
胸
に
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

中
越
大
震
災
以
来
、
同
校
は
阪
之
上
小
学
校
で
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
長
谷
川
新
一
校
長
は
「
同
じ
校
舎
内
で
ほ
か
の
学

校
の
友
達
と
触
れ
合
え
る
の

は
、
あ
ま
り
経
験
で
き
な
い

こ
と
。
新
入
生
の
み
な
さ
ん

も
阪
之
上
小
学
校
の
仲
間
と

一
緒
に
の
び
の
び
と
育
っ
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
緊

張
の
面
持
ち
の
新
入
生
は
、

上
級
生
た
ち
に
温
か
く
迎
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

四
月
九
日
、
栃
尾
地
域
の
成
人
式
が
栃
尾
産
業
交
流
セ
ン
タ

ー
お
り
な
す
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
成
人
を
迎
え
た
二
百
六
十
九
人
が
参
加
し
た
式
典
で
森

市
長
は
「
想
像
も
で
き
な
い
く
ら
い
の
可
能
性
が
み
な
さ
ん
の

将
来
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

自
信
を
持
っ
て
自
分
を
磨

い
て
」
と
激
励
。
そ
れ
を

受
け
て
新
成
人
代
表
の
橘

和
弥
さ
ん
と
大
関
有
希
さ

ん
が
「
し
っ
か
り
と
大
地

に
足
を
着
け
、
自
分
の
夢

に
向
か
っ
て
努
力
し
ま
す
」

と
力
強
く
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

山古志

希
望
に
胸
膨
ら
ま
せ

友
達
た
く
さ
ん
で
き
る
か
な

栃 尾

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り

決
意
も
新
た
に
新
成
人

▲力士役の女性をはじめ、地区のみなさんの小国弁を織り交ぜ
ての名優ぶりに、観客は大喜びでした。

▲お兄さん、お姉さんを前に
ちょっぴり緊張気味の新入生。

▲懐かしい顔がそろい、晴れ着姿で
「はい、ポーズ」。
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●
杜
々
の
森
名
水
公
園
オ
ー
プ
ン

全
国
名
水
百
選
に
選
ば
れ
た
杜
々

の
森
名
水
公
園
が
今
シ
ー
ズ
ン
の

オ
ー
プ
ン
を
し
ま
し
た
。

開
園
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

時

問
ア
ト
レ
と
ど

58
・
３
０

５
０

●
山
古
志
「
牛
の
角
突
き
」

日
時
＝
５
月
４
日

、
６
月
18
日


午
後
１
時
～
４
時

会
場
＝
東

山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
内
臨
時
闘

牛
場

観
覧
料
＝
２
、
０
０
０
円

（
当
日
会
場
入
口
で
販
売
）

駐

車
料
金
＝
無
料

※
５
月
４
日
は

長
岡
駅
東
口
と
会
場
を
結
ぶ
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

●
良
寛
の
里

春
の
茶
会

日
時
＝
５
月
21
日

午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時

会
場
＝
良
寛
の

里
美
術
館
（
島
崎
３
９
３
８
）
茶

室
「
指
月
亭
」
と
そ
の
周
辺

内

容
＝
石
州
流
に
よ
る
お
茶
席
二
席

茶
席
券
＝
一
席
３
０
０
円
、
良
寛

の
里
美
術
館
受
付
で
販
売
（
当
日

券
あ
り
）

●
長
岡
市
中
之
島
・
見
附
市
今
町

大
凧
合
戦

３
５
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
、

越
後
名
物
「
大
凧
合
戦
」。
約
10
畳

の
大
き
さ
の
大
凧
同
士
が
、
威
勢

よ
く
ぶ
つ
か
り
合
い
ま
す
。

日
時
＝
６
月
３
日

～
５
日

午

後
１
時
～
５
時

会
場
＝
刈
谷
田

川
今
町
大
橋
下
流
堤
防
上

【
同
時
開
催
】
市
民
凧
揚
げ
大
会

自
作
の
凧
な
ど
、
空
に
揚
げ
ら

れ
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
6
月
4
日

午
前
9
時
30

分
か
ら

※
駐
車
場
は
中
之
島
支
所
ま
た
は

中
之
島
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
体
験
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

期
日
と
内
容
＝
①
５
月
13
日

・

22
日

…
山
菜
料
理
②
５
月
28
日


…
小
国
和
紙
細
工

時
間
＝
①

13
日
…
午
前
９
時
～
正
午
、
22
日

…
午
前
10
時
～
正
午
②
午
前
９
時

～
正
午

定
員
＝
各
20
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
８
０
０
円
（
い
ず
れ
も

延
命
の
湯
「
養
楽
館
」
入
館
料
含

む
）

申
各
開
催
日
の
５
日
前
ま

で
に
電
話
で
（
水
曜
日
休
館
）
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被災者支援を目的に実施している新潟県中越大震災復興基金事業にメニューが追加され

ました。

※各メニューにはそれぞれの要件がありますので、問い合わせ先にご確認ください。

詳しくは、復興基金のホームページhttp://www.chuetsu-fukkoukikin.jpをご覧ください。

問復興推進室39・2261

山
古
志
支
所
産
業
課


46
・
１
５
０
４

栃
尾
支
所
商
工
観
光
課


52
・
５
８
２
７

和
島
支
所
産
業
課


74
・
３
１
１
１

中
之
島
支
所
産
業
課


61
・
２
０
１
１

養
楽
館


95
・
３
１
６
１

震災関連のお知らせ

メニュー名 内 容 対象者 問い合わせ

不動産活用型融
資制度（リバー
スモーゲージ）

金融機関などから融資を受けることが困難な被災高齢者な
どに対し、土地・建物の売却などによる一括返済を条件に、
住宅再建資金を融資します。

個人
福祉総務課
39・2217

宅地復旧工事補
助【制度の拡充】

住宅金融公庫などの融資を受けることが困難な人や長期避
難生活をしている人が行う宅地復旧工事に対し補助します。
【補助対象者・限度額の拡充】

個人
都市開発課
（城内町分室）
39・2226

中山間地型復興
住宅建設補助

中山間地域の気候・風土などに適合した中山間地型復興住
宅の建設について、克雪や景観対応に係る費用の一部を補
助します。

建築業者
建築住宅課
39・2265

高齢者ハウス建
設運営補助

自宅再建が困難で、見守りなどが必要な65歳以上の高齢者
などを対象とした高齢者共同住宅の整備・運営に要する経
費の一部を補助します。

社会福祉法
人およびＮ
ＰＯ法人な
どの団体

福祉総務課
39・2217
介護保険課
39・2245

公営住宅家賃補
助

震災により住居が半壊以上の被害を受け、公営住宅に入居
した高齢者世帯などに対し、家賃の一部を補助します。

個人
建築住宅課
39・2229

民間賃貸住宅家
賃補助

震災により住居が半壊以上の被害を受け、再建が困難なた
め、民間賃貸住宅に入居した人に対し、家賃の一部を補助
します（収入基準あり）。

個人
建築住宅課
39・2265

親族宅などへの
同居支援

震災により住居が被災し、再建が困難なため、親族宅など
に同居することとなった高齢者などの同居に伴う経費の一
部を補助します。

個人
福祉総務課
39・2217

●
合
併
記
念
特
別
展
「
大
矢
黄
鶴

・
紀
・
十
四
彦

親
子
展
」

与
板
出
身
の
日
本
画
家
、
大
矢

黄
鶴

こ
う
か
く

、
紀の

り

（
長
男
・
長
岡
市
名
誉

市
民
）、
十
四
彦

と
し
ひ
こ

（
三
男
）
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

期
間
＝
４
月
25
日

～
６
月
26
日


（
期
間
中
無
休
）

時
間
＝
午

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
６
月

25
日

と
26
日

は
午
後
８
時
30

分
ま
で
）

入
館
料
＝
大
人
３
０

０
円
、
小
・
中
学
生
１
５
０
円

問
教
育
委
員
会
与
板
分
室

72
・

３
１
０
０

科
学
博
物
館
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
作
業
に
よ
る
休
館
に
伴
い
、

５
月
３
日

か
ら
土
・
日
・
祝
休

日
の
行
事
参
加
の
申
し
込
み
な
ど

の
受
付
業
務
も
休
み
ま
す
。


寺
泊
の
砂
で
お
も
し
ろ
実
験

（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
５
日

午
前
10
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
（
雨
天

中
止
）

会
場
＝
寺
泊
水
族
博
物

館
前


や
っ
て
み
よ
う
！
ア
ー
ト
な

科
学
実
験
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
６
日

午
前
10
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

会
場

＝
栃
尾
美
術
館
ア
ト
リ
エ


春
の
自
然
を
楽
し
む
会

直
接
現
地
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
７
日

午
前
９
時
～

午
後
３
時
（
小
雨
決
行
）

観
察

地
＝
お
ぐ
に
森
林
公
園
周
辺

集

合
＝
養
楽
館
前
駐
車
場
（
小
国
町

小
国
沢
）

対
象
＝
小
学
生
以
上

（
小
学
校
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

持
ち
物
＝
昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、

観
察
用
具
、
筆
記
用
具

参
加
料

＝
１
０
０
円


信
濃
川
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

河
川
敷
を
歩
き
な
が
ら
野
鳥
を

観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
13
日

午
前
６
時
～

９
時
（
雨
天
決
行
）

観
察
地
＝

信
濃
川
左
岸
（
長
生
橋
～
大
手
大

橋
）

集
合
＝
信
濃
川
河
川
公
園

入
口
（
長
生
橋
西
詰
下
流
側
）

対
象
＝
小
学
生
以
上

持
ち
物
＝

観
察
用
具
、
筆
記
用
具

参
加
料

＝
50
円

申
５
月
11
日

ま
で


野
外
博
物
館
地
域
め
ぐ
り
コ
ー
ス

合
併
で
広
が
っ
た
市
域
の
各
地

を
訪
ね
ま
す
。

【
第
１
回
】

長
岡
市
の
西
の
端
と
南
の
端
を

訪
ね
ま
す
。

日
時
＝
５
月
14
日

午
前
９
時
30

分
～
正
午
（
雨
天
の
場
合
は
短
縮

し
て
実
施
）

観
察
地
＝
小
国
町

八
王
子
、
小
国
町
大
貝

集
合
＝

小
国
支
所
駐
車
場
（
小
国
町
法
坂
）

対
象
＝
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

持
ち
物
＝
筆
記

用
具
、
飲
み
物
、
雨
具

参
加
料

＝
50
円

申
５
月
11
日

ま
で

【
第
２
回
】

長
岡
市
で
最
も
標
高
の
低
い
土

地
と
北
の
端
を
訪
ね
ま
す
。
天
気

が
良
け
れ
ば
弥
彦
山
頂
に
登
り
ま

す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
の
で
き
る
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
５
月
28
日

午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
雨
天
の
場
合
時
間
を

短
縮
し
て
実
施
）

観
察
地
＝
野

積
海
岸
、
弥
彦
山

集
合
＝
野
積

駐
車
場
（
寺
泊
野
積
）

対
象
＝

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具

参
加
料

＝
50
円

申
５
月
25
日

ま
で


野
鳥
集
会
と
探
鳥
会

①
野
鳥
集
会

長
岡
野
鳥
の
会
会
員
に
よ
る
野

鳥
の
話
や
ス
ラ
イ
ド
上
映
で
す
。

日
時
＝
５
月
20
日

午
後
７
時
～

９
時

会
場
＝
与
板
地
域
う
ま
み

ち
森
林
公
園
・
八
幡
館
（
自
己
負

担
で
宿
泊
可
）

申
５
月
17
日


ま
で

②
探
鳥
会

日
時
＝
５
月
21
日

午
前
５
時
～

８
時

観
察
地
＝
う
ま
み
ち
森
林

公
園
周
辺

集
合
＝
八
幡
館
前

持
ち
物
＝
観
察
用
具
、
筆
記
用
具

参
加
料
＝
50
円

申
５
月
17
日


ま
で


縄
文
土
器
を
つ
く
る
会

縄
文
時
代
と
同
じ
方
法
で
土
器

を
つ
く
り
ま
す
。

①
土
器
づ
く
り

日
時
＝
５
月
21
日

午
前
10
時
～

午
後
４
時
（
雨
天
決
行
）

会
場

＝
深
才
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
上
富
岡
２
）

②
土
器
焼
き

日
時
＝
６
月
４
日

午
前
10
時
～

午
後
４
時
（
雨
天
の
場
合
６
月
10

日

に
延
期
）

会
場
＝
藤
橋
歴

史
の
広
場
駐
車
場
脇

◇

◇

①
②
と
も

対
象
＝
小
学
生
～
一

般
（
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

持
ち
物
＝
昼
食
、
水
筒
、
使
い
古

し
た
タ
オ
ル
か

雑
巾
、
軍
手

参
加
料
＝
７
０

０
円

申
５
月

８
日

～
18
日


第
１
回
石
仏
探
訪
会

日
時
＝
５
月
28
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

見
学
地
＝
中
之
島
地
域
末
法
～
中

野
中

集
合
＝
バ
ス
停
「
末
法
」

付
近

対
象
＝
一
般

持
ち
物
＝

筆
記
用
具
、
飲
み
物

参
加
料
＝

50
円

申
5
月
25
日

ま
で
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寺泊地域ふるさと創生基金事業

みんな集まれ！てらどまり渚ウエーブ！

長岡市の新たな財産である「寺泊の海」を通して市民

同士の交流を深めましょう。海岸ボランティア清掃の後、

「寺泊観光まつり」と「よさこいフェスティバル」を開

催します。どうぞご参加ください。

日時＝５月21日午前９時30分～午後３時（雨天決行）

会場＝寺泊中央海水浴場・みなと公園

内容＝海岸ボランティア清掃、番屋汁サービス、ステー

ジイベント、よさこい踊りなど

参加方法＝午前９時15分までに現地集合または各地域か

ら出発するバス（バス利用は先着順で定員あり。５

月８日～12日に地域自治振興室または各支所地

域振興課に電話予約で）

持ち物＝軍手、雨天の場合は雨具

問寺泊支所地域振興課75・3111

栃尾地域ふるさと創生基金事業

とちお町めぐり ～春の雁
がん

木
ぎ

あいぼ～

栃尾の町めぐりをしながら、地域の人たちと触れ合っ

てみませんか。期間中、雁木通りにはいろいろな楽しみ

がいっぱい。直接現地へどうぞ。

日時＝５月１日～５日午前10時ころ～午後３時ころ

会場＝栃尾地域谷内周辺の雁木通り

内容＝雁木ギャラリー、わら細工の実演、レトロ博物館、

栃尾の味体験、各町内のよったかりどころなど

※市営中央公園、秋葉公園の駐車場をご利用ください。

【同時開催】栃尾てまりまつり

栃尾地域名産の「栃尾てまり」。製作実演のほか、3,000

個を超えるてまりの展示即売会が開かれます。

日時＝５月１日～５日午前10時～午後４時

会場＝常安寺（谷内）

問栃尾支所地域振興課52・5815

与
板
歴
史
民
俗
資
料
館


72
・
２
０
２
１

科
学
博
物
館

32
・
０
５
４
６

▲「越路早春譜」大矢 紀




野
鳥
相
を
調
べ
る
会

長
岡
野
鳥
の
会
会
員
と
一
緒
に

歩
き
な
が
ら
野
鳥
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
28
日

午
前
６
時
～

９
時
（
雨
天
決
行
）

観
察
地
＝

三
島
地
域
蓮
花
寺
周
辺

集
合
＝

大
杉
公
園
駐
車
場

対
象
＝
小
学

生
以
上

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

雨
具
、
双
眼
鏡
な
ど

参
加
料
＝

50
円

申
５
月
25
日

ま
で


藤
橋
歴
史
の
広
場
臨
時
開
館

藤
橋
歴
史
の
広
場
（
ふ
じ
は
し

歴
史
館
、
遺
構
展
示
館
、
縄
文
の

家
な
ど
）
は
、
４
月
29
日

～
５

月
７
日

は
休
ま
ず
開
館
し
ま
す

（
入
場
無
料
）。

開
館
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

時

交
通
＝
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
大
手
口

発
「
技
大
前
」
行
き
（
終
点
下
車
）

ま
た
は
「
長
岡
―
塚
山
―
小
国
線
」

（
富
岡
下
車
）


熱
中
！
感
動
！
夢
づ
く
り
教
育

①
中
越
地
震
に
学
び

中
越
大
震

災
を
語
り
継
ぐ

中
越
地
震
で
大
き
な
被
害
を
出

し
た
地
盤
の
液
状
化
現
象
を
実
験

装
置
を
作
っ
て
再
現
。
８
月
ま
で

７
回
の
講
座
の
後
半
は
、
博
物
館

の
夏
休
み
行
事
で
講
師
の
補
助
を

務
め
な
が
ら
、
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
知
識
を

身
に
付
け
ま
す
。

【
第
１
回
】
日
時
＝
５
月
20
日


午
後
２
時
～
４
時

会
場
＝
中
央

公
民
館
陶
芸
工
作
室

対
象
＝
小

学
５
年
生
～
中
学
生
。
高
校
生
以

上
の
人
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
で

き
ま
す

持
ち
物
＝
筆
記
用
具

傷
害
保
険
料
＝
５
０
０
円
（
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
は
１
回
50
円
）

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

申
５
月

８
日

～
18
日


②
ク
モ
研
究
者
養
成
道
場

ク
モ
類
を
対
象
に
、
野
外
観
察

・
採
集
、
標
本
づ
く
り
、
顕
微
鏡

観
察
な
ど
を
行
い
ま
す
。
９
月
ま

で
に
６
回
実
施
し
ま
す
。

【
第
１
回
】
日
時
＝
５
月
21
日


午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
雨
天
の

場
合
６
月
４
日

に
延
期
）

観

察
地
＝
悠
久
山
公
園

集
合
＝
泉せ

ん

翠す
い

池い
け

と
瓢
箪
池

ひ
ょ
う
た
ん
い
け

の
間
の
駐
車
場

対
象
＝
小
・
中
学
生
（
小
学
４
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
高
校
生

以
上
の
人
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

で
き
ま
す
）

持
ち
物
＝
使
い
古

し
の
傘
（
採
集
用
）、
筆
記
用
具
、

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具

傷
害
保

険
料
＝
５
０
０
円
（
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
参
加
は
１
回
50
円
）

服
装
＝

野
外
活
動
の
で
き
る
服
装

定
員

＝
20
人
（
先
着
）

申
５
月
８
日


～
18
日


③
植
物
博
士
道
場

植
物
を
学
ぶ
コ
ー
ス
で
す
。
宿

泊
調
査
や
登
山
を
含
め
、
９
月
ま

で
に
８
回
実
施
し
ま
す
。

【
第
１
回
】
日
時
＝
５
月
27
日


午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
雨
天
の

場
合
短
縮
し
て
実
施
）

観
察
地

＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

集

合
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
Ａ
駐
車

場

対
象
＝
小
・
中
学
生
（
小
学

校
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

持

ち
物
＝
筆
記
用
具
、
昼
食
、
飲
み

物
、
雨
具

傷
害
保
険
料
＝
５
０

０
円

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

申
５
月
８
日

～
24
日



田
植
え
ま
つ
り
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
21
日

午
前
10
時
30

分
～
午
後
１
時
（
雨
天
決
行
）

会
場
＝
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン

タ
ー

内
容
＝
田
植
え
体
験
（
手

植
え
）、
い
も
苗
植
え
体
験

持
ち

物
＝
長
靴
、
軍
手
、
作
業
の
で
き

る
服
装


も
ち
づ
く
り
講
座

日
時
＝
５
月
24
日

午
前
９
時
～

正
午

定
員
＝
20
人
（
多
数
の
場

合
抽
選
）

参
加
料
＝
３
０
０
円

申
５
月
10
日

（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏

に
「
も
ち
づ
く
り
希
望
」、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
、
返
信
の
表

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
て
〒
９
４
０
―
０
８
２
１
栖

吉
町
３
６
７
０
ふ
る
さ
と
体
験
農

業
セ
ン
タ
ー
へ


手
づ
く
り
ソ
ー
セ
ー
ジ
体
験

日
時
＝
６
月
４
日

午
前
９
時
～

午
後
４
時

定
員
＝
20
人
（
多
数

の
場
合
抽
選
）

参
加
料
＝
１
、０

０
０
円

申
５
月
15
日

（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の

往
信
の
裏
に
「
ソ
ー
セ
ー
ジ
希
望
」、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、
返

信
の
表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
を
記
入
し
て
〒
９
４
０
―
０
８

２
１
栖
吉
町
３
６
７
０
ふ
る
さ
と

体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
へ

会
場
は
す
べ
て
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
で
す
。


５
月
５
日
こ
ど
も
の
日
の
無
料

開
放
（
大
人
は
有
料
）

内
容
と
時
間
＝
①
温
水
プ
ー
ル
…

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
１
人
２

時
間
以
内
）
②
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

「
ア
ラ
ジ
ン
の
大
冒
険
」（
41
分
）

…
午
前
11
時
、
午
後
１
時
30
分
、

３
時
20
分
か
ら


子
ど
も
映
画
劇
場
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
５
日

午
後
２
時
20

分
～
３
時
10
分

内
容
＝
日
本
昔

ば
な
し
「
鶴
の
恩
返
し

カ
チ
カ

チ
山

た
の
き
ゅ
う
」
な
ど


星
空
を
み
る
会
（
無
料
）

直
接
会
場
へ

ど
う
ぞ
（
雨
天
、

曇
天
の
場
合
は

中
止
）。

日
時
＝
５
月
12
日

午
後
７
時
～

８
時
30
分
（
予
備
日
…
５
月
17
日


午
後
７
時
～
８
時
30
分
）


親
子
焼
物
の
つ
ど
い

日
時
＝
５
月
14
日

、
６
月
４
日


午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

対
象
＝
小
学
３
年
生
～
高
校
生
ま

た
は
そ
の
親
子

定
員
＝
15
人
（
先

着
）

材
料
費
＝
粘
土
１
㎏
４
０

０
円

申
５
月
11
日

ま
で

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、
５
月
29

日

～
６
月
２
日

は
夏
番
組
に

入
れ
替
え
の
た
め
お
休
み
し
ま
す
。

６
月
３
日

か
ら
「
ゴ
ン
の
夏
休

み
―
茂
助
と
キ
ツ
ネ
の
親
子
」
を

投
映
し
ま
す
。

●
花
と
緑
の
教
室

①
庭
木
に
関
す
る
基
礎
知
識

せ
ん
定
や
肥
料
、
病
害
虫
に
つ

い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
５
月
28
日

午
前
10
時
～

正
午

会
場
＝
千
秋
が
原
ふ
る
さ

と
の
森
管
理
事
務
所
前

講
師
＝


長
岡
市
公
園
緑
地
協
会

定
員

＝
60
人
（
先
着
）

持
ち
物
＝
軍

手
、
せ
ん
定
は
さ
み

申
５
月
22

日

ま
で

②
さ
し
芽
と
取
り
木
の
仕
方

草
花
や
観
葉
植
物
な
ど
を
増
や

す
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
６
月
17
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

会
場
＝
千
秋
が
原
ふ

る
さ
と
の
森
ア
ト
リ
ウ
ム
２
階

講
師
＝
小
林
正
夫
緑
花
推
進
指
導

員

定
員
＝
25
人
（
先
着
）

参

加
料
＝
１
、０
０
０
円（
材
料
費
）

持
ち
物
＝
イ
チ
ゴ
空
パ
ッ
ク
、
カ

ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
事
務
用
は
さ
み
、

割
り
ば
し

申
５
月
17
日

～
６

月
８
日


科
学
博
物
館

32
・
０
５
４
６

14市政だより 2006.5

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー


34
・
５
３
６
０

公
園
緑
地
課

39
・
２
２
３
０

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー


34
・
１
３
０
５

合併で佐渡が身近に！寺泊から佐渡へ

合併により長岡市と佐渡は、海を隔てて隣同士となりました。新たな
観光ルートとして、寺泊と赤泊を１時間で結ぶ高速船「あいびす」を利
用した佐渡日帰りパック発売中。
料金＝大人１人5,800円～6,300円（往復船賃、島内バス運賃、昼食含む）

問寺泊観光協会75・3363、75・5126

●
ユ
ー
ロ
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ

ン
プ
２
０
０
６
参
加
生
募
集

新
し
く
姉
妹
都
市
と
な
っ
た
ド

イ
ツ
の
ト
リ
ア
ー
市
で
の
ス
ポ
ー

ツ
、
合
宿
生
活
を
通
し
て
ト
リ
ア

ー
市
と
ト
リ
ア
ー
市
の
姉
妹
都
市

の
高
校
生
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

期
間
＝
８
月
６
日

～
16
日

の

11
日
間
（
キ
ャ
ン
プ
：
８
月
６
日


～
12
日

、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
：

８
月
13
日

～
16
日

）

参
加

資
格
＝
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
の

高
校
に
通
う
人
で
１
週
間
の
合
宿

・
集
団
生
活
を
楽
し
め
る
人

費

用
＝
16
万
円

申
市
民
セ
ン
タ
ー

１
階
地
球
広
場
ま
た
は
市
民
体
育

館
に
あ
る
応
募
用
紙
に
記
入
し
て
、

５
月
19
日

ま
で
に
地
球
広
場
内


長
岡
市
国
際
交
流
協
会
へ
持
参

●
第
４
回
市
民
写
生
会

長
岡
市
の
美
し
さ
を
再
発
見
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
５
月
28
日

午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
雨
天
決
行
）

写
生

場
所
＝
県
立
近
代
美
術
館
周
辺

集
合
場
所
＝
県
立
近
代
美
術
館
入

口

対
象
＝
中
学
生
以
上

持
ち

物
＝
写
生
用
具
、
画
用
紙

参
加

料
＝
５
０
０
円

申
４
月
28
日


～
５
月
22
日

に
市
民
セ
ン
タ
ー

１
階
地
球
広
場
、
市
内
画
材
店
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
地
球
広
場
へ

作
品
展
示
＝

６
月
８
日

～
11
日

市
民
セ
ン

タ
ー
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場
（
展
示

希
望
者
の
み
）

問
長
岡
市
美
術

協
会
事
務
局
（
国
際
文
化
課
内
）

●
自
由
広
場
な
が
お
か
・

ホ
コ
天
へ
ど
う
ぞ

日
時
＝
５
月
５
日

、
６
月
４
日


、
７
月
８
日

、
９
月
23
日

、

10
月
７
日

、
11
月
３
日

の
午

前
11
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
（
季

節
に
よ
り
開
催
時
間
が
変
更
に
な

る
場
合
あ
り
）

会
場
＝
大
手
通

１
・
２
丁
目

内
容
＝
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、

ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

わ
ん
ぱ
く
広
場
ほ
か

問
長
岡
市

商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
事
務
局


32
・
７
０
０
２
ま
た
は
商
業
振

興
課

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集
】

自
由
広
場
な
が
お
か
・
ホ
コ
天

で
開
か
れ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
（
先
着

１
０
０
マ
ス
）。

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
大
手
通
１
・
２
丁
目
（
ア

ー
ケ
ー
ド
下
）

出
店
料
＝
１
マ

ス
（
２
ｍ
×
２
ｍ
）
５
０
０
円

申
各
開
催
日
の
直
前
の
金
曜
日
午

後
３
時
ま
で
に
長
岡
市
商
店
街
振

興
組
合
連
合
会
事
務
局

32
・
７

０
０
２
へ
。
当
日
は
午
前
10
時
～

10
時
45
分
に
大
手
通
り
十
字
路
フ

ジ
ヤ
マ
果
実
店
前
本
部
席
で
受
け

付
け

●
「
ゆ
め
農
園
」

農
業
体
験
参
加
者
募
集

毎
日
食
べ

る
農
産
物
に

つ
い
て
、
農

業
体
験
を
通

し
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
家
族
、
友
人
な
ど

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ど
う
ぞ
。

体
験
日
＝
５
月
27
日

、
７
月
30

日

、
11
月
中
旬

内
容
＝
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、
枝
豆
、
大
根
、
体
菜

の
栽
培

場
所
＝
ゆ
め
農
園
（
ロ

ン
グ
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
隣
）

定

員
＝
30
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

体
験
料
＝
２
、０
０
０
円

申
５
月

12
日

ま
で
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
長
岡
市
国
際
交
流
協
会


39
・
２
７
１
４

国
際
文
化
課

39
・
２
２
５
１

商
業
振
興
課

39
・
２
２
２
８

農
政
課


39
・
２
２
２
３

【市民企画実施事業】

①みんなのアイデアで夢のヒーロー

を生み出そう！アイデア募集

「長岡の特産や歴史文化をモチーフ

とした変身ヒーロー」を募集します。

※発表イベントは９月を予定。

問長岡青年会議所34・0069

②歩道に花を咲かせましょう！

歩道を花いっぱいにします。

期日＝６月10日予定 集合＝グルー

プホーム「こしじ太陽館」（浦） 内

容＝市道200号線・県道404号線沿いで

プランターの設置 問ＮＰＯ法人ドリ

ーム92・5444

【協賛事業】

①2006イースタンリーグ公式戦

「巨人VS東北楽天」

日時＝５月20日午後１時試合開始

会場＝悠久山野球場 入場料＝500円～

2,900円 問新潟南部読売会36・2367

②中越華道会お祝いいけばな展

（無料）

日時＝５月６日・７日午前10時～

午後７時 会場＝長岡グランドホテル

悠久の間 問中越華道会・関さん33

・2044

③「昭和の車」展示会（無料）

日時と内容＝６月４日①午前10時30

分～11時…パレード（市役所～大手通

り）②午前11時30分～午後４時…クラ

シックカー展示会（大手通２丁目歩行

者天国内） 展示台数＝100台 問長岡

クラシックカークラブ事務局・高野さ

ん47・0668

④共通商品券で長岡市制100周年・合

併記念ＰＲ

長岡市共通商品券に同封する加盟店

一覧表にマスコットキャラクターを使

用します。

期間＝５月１日～平成19年４月30日

 問長岡市共通商品券共同組合32

・7002

第49回全日本花いっぱい長岡大会＆長岡市花いっぱいフェア

２００６が開催されます

期日＝５月27日・28日

会場＝ハイブ長岡、千秋が原ふるさとの森

※詳しくは今月の市政だよりと一緒に配布したチラシをご覧ください。

市制100周年・合併記念事業のお知らせ

市制100周年・合併記念
オリジナルグッズ

ナッちゃんストラップ
＆カンバッチ発売中！

市民センター、ＪＲ長岡駅
観光案内所などでお求めくだ
さい。

問長岡観光・コンベンション
協会32・1187

▲ストラップは420円、
カンバッチは350円




親
も
育
つ
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

（
幼
児
期
コ
ー
ス
）

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況

を
知
り
幼
児
期
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
か
か
わ
り
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
５
月
24
日
～
７
月
19
日
の

毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
～
正
午
（
計

９
回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
「
子
ど
も
の
よ
い
生
活
リ

ズ
ム
を
つ
け
よ
う
」「
子
ど
も
の
も

っ
て
い
る
潜
在
能
力
を
引
き
出
そ

う
」
な
ど

対
象
＝
①
幼
児
期
の

子
の
保
護
者
②
幼
児
期
の
家
庭
教

育
に
つ
い
て
学
び
た
い
人

定
員

＝
50
人
（
②
は
若
干
名
）

参
加

料
＝
１
、０
０
０
円
（
初
回
に
）

申
５
月
10
日

か
ら
（
幼
児
保
育

あ
り
。
対
象
は
お
お
む
ね
１
歳
以

上
で
、
お
や
つ
代
な
ど
６
０
０
円

が
必
要
。
定
員
30
人
要
予
約
）


悠
久
大
学
受
講
者
募
集

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、
身

近
な
地
域
の
問
題
や
社
会
問
題
、

健
康
、
生
き
が
い
な
ど
の
課
題
を

と
り
あ
げ
ま
す
。

日
時
＝
５
月
22
日
～
10
月
16
日
の

月
曜
日
午
前
10
時
～
正
午
（
計
14

回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館
ほ
か

（
３
回
は
館
外
学
習
）

テ
ー
マ

＝
「
は
つ
ら
つ
人
生
」、「
輝
く
人

た
ち
」、「
昔
信
濃
川
は
」、「
塩
沢

と
鈴
木
牧
之
」、「
米
百
俵
を
贈
っ

た
三
根
山
藩
」
な
ど

対
象
＝
お

お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

定
員
＝

65
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参

加
料
＝
２
、０
０
０
円

申
５
月
10

日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
往
復

は
が
き
の
往
信
の
裏
に
「
悠
久
大

学
希
望
」、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
、
返
信
の
表
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て

〒
９
４
０
―
０
０
７
２
柳
原
町
２

の
１
中
央
公
民
館
悠
久
大
学
へ


な
が
お
か
市
民
大
学

公
開
文
化
講
演
会
～
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
今
の
俺
（
無
料
）

平
成
18
年
度
な
が
お
か
市
民
大

学
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
漫
才
師
の
島

田
洋
七
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
の

講
演
会
で
す
。

日
時
＝
６
月
６
日

午
後
７
時
30

分
～
９
時

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
・
シ
ア
タ
ー

講
師
＝
島
田

洋
七
さ
ん
（
漫
才
師
）

定
員
＝

４
５
０
名
（
先
着
）

申
５
月
10

日

か
ら
中
央
公
民
館
へ

●
よ
う
こ
そ
長
岡
へ
～
転
入
者
の

た
め
の
長
岡
紹
介
講
座
～

市
内
に
転
入
さ
れ
た
女
性
に
、

長
岡
の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
①
５
月
19
日

午
前
10
時

～
正
午
②
５
月
26
日

午
前
10
時

～
午
後
３
時
30
分
③
６
月
２
日


午
前
10
時
～
午
後
１
時
（
３
回
シ

リ
ー
ズ
）

会
場
＝
①
市
民
セ
ン

タ
ー
２
０
２
会
議
室
②
市
内
一
円

③
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
①
フ

リ
ー
ト
ー
ク
②
バ
ス
ツ
ア
ー
③
郷

土
料
理
教
室（
講
師
…
ま
ち
の
先
生

・
山
田
チ
ヨ
さ
ん
）

対
象
＝
長
岡

市
に
転
入
し
た
女
性

定
員
＝
20

人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
料

＝
５
０
０
円（
③
は
別
途
徴
収
）

申
５
月
12
日
（
消
印
有
効
）ま
で

に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に

「
よ
う
こ
そ
長
岡
へ
参
加
希
望
」、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
長
岡
へ
の
疑
問
や
知

り
た
い
情
報
を
、
返
信
の
表
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し

て
〒
９
４
０
―
０
０
７
２
柳
原
町

２
の
１
生
涯
学
習
相
談
室
へ

●
長
岡
商
人
ゆ
か
り
の
史
料
を

公
開
し
て
い
ま
す

江
戸
時
代
の
長
岡
商
人
「
品
田

五
郎
左
衛
門
家
資
料
」
を
公
開
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
天
保
四
（
一

八
三
三
）
年
に
筆
写
さ
れ
た
「
長

岡
町
御
條
目
写

ご
じ
ょ
う
も
く
う
つ
し

」
で
す
。

入
館
料
＝
大
人
３
０
０
円
、
高
校

生
２
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
５

０
円
（
団
体
割
引
あ
り
）

開
館

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日
＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）、
祝
日
の
翌
日

●
春
の
市
民
天
体
観
察
会（
無
料
）

日
時
＝
５
月
26
日

午
後
７
時
～

９
時
（
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
中

止
）

会
場
＝
教
育
セ
ン
タ
ー
（
三

和
２
）

内
容
＝
春
の
星
座
と
火

星
、
木
星
、
土
星
の
観
察

定
員

＝
30
人
（
先
着
。
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
）

申
5
月
12
日

～
23

日

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６
月
18
日

ま
で
は
無
休
で
開

園
し
ま
す
。

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時

入
園
料
＝
大
人
４
０
０
円
、

小
人
80
円

駐
車
料
＝
普
通
車
３

１
０
円
、
二
輪
車
１
０
０
円

●
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
開
催
中
！

17
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
園

内
を
彩
り
ま
す
。

期
間
＝
５
月
７
日

ま
で

●
球
根
掘
り
体
験
（
無
料
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
の
掘
り

体
験
で
す
。
取
っ
た
球
根
は
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
13
日

・
14
日

の

午
後
２
時
か
ら

●
山
野
草
展

イ
ワ
チ
ド
リ
な
ど
の
山
野
草
の

寄
せ
植
え
を
展
示
し
ま
す
。

期
日
＝
５
月
27
日

・
28
日


●
ば
ら
ま
つ
り

香
り
豊
か
な
３
３
９
種
１
、８
０

０
本
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
る
の
に
合

わ
せ
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
＝
５
月
27
日

～
６
月
18
日



内
容
＝
バ
ラ
の
栽
培
講
習
会
、

ク
ラ
フ
ト
教
室
、
ば
ら
関
連
グ
ッ

ズ
販
売
（
ば
ら
ア
イ
ス
、
苗
木
な

ど
）

●
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
体
験
教
室

（
無
料
）

日
時
＝
５
月
14
日

午
前
10
時
～

午
後
４
時

●
サ
ン
デ
ー
里
山
ガ
イ
ド（
無
料
）

里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
園
内
を

案
内
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
７
日

・
14
日

の

午
後
０
時
30
分
～
３
時

●
無
料
公
開
日（
駐
車
料
は
有
料
）

期
日
＝
５
月
５
日

（
子
ど
も
の

日
）
は
中
学
生
以
下
入
園
無
料
。

５
月
28
日

は
春
の
都
市
緑
化
推

進
運
動
に
ち
な
み
入
園
無
料

中
央
公
民
館

32
・
０
４
３
７


32
・
０
５
６
１

生
涯
学
習
相
談
室


38
・
６
５
５
２

郷
土
史
料
館

35
・
０
１
８
５

教
育
セ
ン
タ
ー

32
・
３
７
１
６

国
営
越
後
丘
陵
公
園
へ
行
こ
う
！

問

越
後
丘
陵
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー


47
・
８
０
０
１

▲島田洋七さん

雪国植物園46・0030へお出かけください
開園時間＝午前９時～午後５時（入園は午後４時30分まで）
入園料＝大人400円 小学・中学・高校生50円
春の探鳥会 日時＝５月14日午前５時～８時
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各
催
し
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
リ
リ

ッ
ク
ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
と
市
内

各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
お
よ

び
市
立
劇
場
で
は
、
郵
送
に
よ
る

販
売
も
行
い
ま
す
。

青
少
年
招
待
の
対
象
は
小
学
４

年
生
～
高
校
生
で
す
。（
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
詳
し
く
は
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

な
お
、
申
し
込
み
に
所
定
の
申

込
書
が
必
要
な
場
合
は
、
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
に
あ
り
ま

す
。


長
岡
市
制
１
０
０
周
年
・
合
併

記
念
事
業
、

長
岡
市
芸
術
文

化
振
興
財
団
設
立
10
周
年
記
念

事
業

①
プ
ラ
ハ
室
内
歌
劇
場
オ
ペ
ラ
「
フ

ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」

日
時
＝
６
月
22
日

午
後
６
時
30

分
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場

料

金
＝
全
席
指
定
Ｓ
席
１
０
、０
０
０

円
、
Ａ
席
８
、５
０
０
円

②
松
竹
大
歌
舞
伎
公
演
「
勧
進
帳
」

日
時
＝
７
月
５
日

①
午
後
２
時

30
分
か
ら
②
午
後
６
時
30
分
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場

料
金
＝
全
席

指
定
Ｓ
席
６
、５
０
０
円
、
Ａ
席
５
、

５
０
０
円

出
演
＝
松
本
幸
四
郎
、

市
川
染
五
郎
、
市
川
高
麗
蔵
ほ
か

青
少
年
招
待
＝
②
の
公
演
の
Ａ
席

の
み
50
人
（
申
５
月
６
日

必
着

で
）

③
「
お
ー
い
幾
多
郎

き
た
ろ
う

」
長
岡
公
演

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た

市
民
と
文
学
座
の
俳
優
が
共
演
し

ま
す
。

日
時
＝
①
７
月
28
日

午
後
７
時

か
ら

②
29
日

午
後
２
時
か
ら

③
30
日

午
後
２
時
か
ら

会
場

＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー

料
金
＝
全
席
自
由
一
般
２
、０
０
０

円
、
高
校
生
以
下
１
、０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
発
売
＝
５
月
27
日

か

ら

出
演
＝
文
学
座
・
本
山
可
久

子
、
瀬
戸
口
郁

青
少
年
招
待
＝

③
の
公
演
の
み
１
０
０
人
（
申
５

月
27
日

～
６
月
27
日

必
着

で
）


市
民
企
画
公
募
型
事
業

①
情
熱
の
国
キ
ュ
ー
バ
か
ら
「
ナ

ル
シ
ソ
・
メ
デ
ィ
ナ
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」

キ
ュ
ー
バ
を
代
表
す
る
ダ
ン
サ

ー
で
あ
る
ナ
ル
シ
ソ
・
メ
デ
ィ
ナ

さ
ん
の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン

ス
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
公
演
で

す
。

☆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

期
日
＝
８
月
10
日

・
11
日


ク
ラ
ス
と
時
間
＝
①
初
心
者
向
け

…
午
後
１
時
～
３
時
②
経
験
者
向

け
…
午
後
７
時
～
９
時

会
場
＝

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
第
１
ス
タ
ジ

オ

定
員
＝
各
40
人
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

対
象
＝
高
校
生
以

上

受
講
料
（
１
回
）
＝
一
般
１
、

０
０
０
円
、
学
生
５
０
０
円

※

複
数
回
受
講
で
き
ま
す
。

申
５

月
18
日

～
７
月
11
日

に
、
所

定
の
申
込
書
で
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

へ☆
公
演

日
時
＝
８
月
12
日

午
後
３
時
か

ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

第
１
ス
タ
ジ
オ

料
金
＝
１
、５
０

０
円
（
全
席
自
由
）

チ
ケ
ッ
ト

発
売
＝
５
月
18
日

か
ら

②
フ
ォ
ー
レ
in
長
岡
２
０
０
６

☆
合
唱
団
員
募
集

指
導
者
＝
佐
藤
秀
一
さ
ん

練
習

日
時
＝
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
30

分
～
９
時
30
分

練
習
会
場
＝
リ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
ま
た
は
市
立
劇
場

参
加
費
＝
３
、
０
０
０
円
（
楽
譜

代
は
別
）

対
象
＝
高
校
生
以
上

申
５
月
31
日

ま
で
に
、
所
定
の

申
込
書
で
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
へ

☆
演
奏
会

日
時
＝
８
月
19
日

午
後
２
時
か

ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料
金
＝
全

席
自
由
１
、５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト

発
売
＝
５
月
20
日

か
ら

青
少

年
招
待
＝
１
０
０
人
（
申
５
月
20

日

～
６
月
20
日

必
着
で
）


リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
開
館
10
周
年

記
念
事
業
「
リ
リ
ッ
ク
あ
そ
び

の
国
２
０
０
６
」

期
日
は
い
ず
れ
も
８
月
27
日


で
す
。

①
お
た
の
し
み
イ
ベ
ン
ト
（
無
料
）

ス
タ
ジ
オ
や
ホ
ー
ル
が
た
く
さ

ん
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

開
催
時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
全
館

②
ユ
ニ
オ
ン
ツ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク

プ
ロ
グ
ラ
ム
vol.9

き
い
て
！
か
ん
じ
て
！
あ
そ
ん

じ
ゃ
お
う
！
「
仲
道
郁
代
と
た

の
し
い
音
の
せ
か
い
」

ボ
デ
ィ
ー
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

ピ
ア
ノ
の
仕
組
み
の
解
説
が
あ
る
、

親
子
で
楽
し
め
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ

ー
ト
で
す
。

時
間
＝
午
後
４
時
30
分
か
ら

会

場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

料
金
＝
一
般
２
、０

０
０
円
、
中
学
生
以
下
１
、０
０
０

円
（
４
歳
以
上
か
ら
入
場
可
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売
＝
５
月
20
日

か

ら
吉
本
新
喜
劇
＆
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
２
０
０
６

日
時
＝
９
月
10
日

①
午
後
０
時

30
分
か
ら
②
午
後
４
時
30
分
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場

料
金
＝
全
席

指
定
Ｓ
席
５
、
０
０
０
円
、
Ａ
席

４
、
０
０
０
円

出
演
＝
オ
ー
ル

阪
神
巨
人
、
大
木
こ
だ
ま
ひ
び
き

ほ
か

チ
ケ
ッ
ト
発
売
＝
６
月
10

日

か
ら


花
い
っ
ぱ
い
音
楽
祭

千
秋
が
原
ふ
る
さ
と
の
森
い
っ

ぱ
い
に
繰
り
広
げ
る
花
と
音
楽
の

競
演
で
、
新
・
長
岡
市
の
誕
生
と

市
制
１
０
０
周
年
を
祝
う
と
と
も

に
震
災
復
興
を
祈
念
す
る
音
楽
の

祭
典
で
す
。

日
時
＝
５
月
27
日

午
後
１
時
～

７
時
30
分
、
28
日

午
前
10
時
～

午
後
７
時

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、
シ

ア
タ
ー
、
県
立
近
代
美
術
館
講
堂
、

千
秋
が
原
ふ
る
さ
と
の
森
野
外
音

楽
堂
、
ア
ト
リ
ウ
ム

長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド

29
・
７
７
１
５

中越大震災復興祈念プログラム～サロン・コンサート～

①白石光隆ピアノコンサート
日時＝５月20日午後３時から 会場＝越路町商工会館
料金＝全席自由1,500円 定員＝100人 プレイガイド＝
越路支所地域振興課92・5901、リリックホール

②山崎祐介ハープコンサート
日時＝５月24日午後７時から 会場＝栃尾産業交流セ
ンターおりなす 料金＝全席自由1,500円 定員＝100人
プレイガイド＝栃尾観光協会（道の駅Ｒ290とちお内）
51・1195、リリックホール

▲ナルシソ・メディナさん

▲仲道郁代さん



時
間
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
９
時
～
午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝
日
が
午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分
で
す
。

金
額
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
で
す

18市政だより 2006.5

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）


旬
の
会
ち
ょ
っ
と
し
た
書
展

期
間
＝
５
月
10
日

～
15
日


「
初
夏
を
い
け
る
」い
け
ば
な
展

期
間
＝
６
月
２
日

～
４
日


イ
ベ
ン
ト
広
場
（
地
下
）
ほ
か


サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡
陶
芸
作
品
展

期
間
＝
５
月
３
日

～
５
日

午

前
10
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は

午
後
４
時
ま
で
）

「
や
す
こ
の
世
界
」児
童
絵
画
展

期
間
＝
５
月
13
日

～
28
日


会
場
＝
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー


パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
展

期
間
＝
５
月
20
日

～
28
日

午

前
10
時
～
午
後
４
時

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
２
階
）


39
・
２
７
４
６

●
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
相
談
室

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
専
門
の
女

性
相
談
員
が
お
聞
き
し
、
解
決
の

方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
相
談

は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

安
心
し
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

①
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談

相
談
日
時
＝
毎
月
第
１
・
３
火
曜

日
午
前
10
時
～
正
午

相
談
員
＝

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

相
談
方
法

＝
面
接
（
要
電
話
予
約
）

②
か
ら
だ
・
性
の
悩
み
相
談

相
談
日
＝
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

午
後
１
時
～
３
時

相
談
員
＝
保

健
師
、
助
産
師
、
思
春
期
保
健
相

談
士

相
談
方
法
＝
面
接
（
要
電

話
予
約
）、
電
話

③
一
般
相
談

相
談
日
＝
月
曜
日
～
土
曜
日
（
午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
）

相

談
員
＝
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
相
談
員

相
談
方
法
＝
面
接
、
電
話

◇

◇

①
②
③
い
ず
れ
も
、
電
話
は
39
・

９
３
５
７
へ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）


32
・
０
０
２
２


く
ら
し
の
講
座

～
プ
ラ
ン
タ
ー
で
楽
し
む
～

「
ミ
ニ
菜
園
」

日
時
＝
５
月
18
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ

ー
２
０
２
会
議
室

定
員
＝
30
人

（
先
着
）

講
師
＝
小
林
正
夫
緑

花
推
進
指
導
員

申
電
話
で


消
費
者
月
間
公
開
行
事

日
時
＝
５
月
11
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ

ー
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場

内
容
＝

①
長
岡
警
察
署
「
ヒ
カ
ル
劇
団
」

寸
劇
「
振
り
込
め
詐
欺
に
気
を
つ

け
て
」
②
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
よ

り
「
悪
質
商
法
に
あ
わ
な
い
た
め

に
」
③
消
費
生
活
に
関
す
る
無
料

相
談
会

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）


39
・
２
７
７
５


転
入
マ
マ
・
新
米
マ
マ
・
マ
タ

ニ
テ
ィ
マ
マ
講
座

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
「
長
岡

子
育
て
ラ
イ
ン
三
尺
玉
ネ
ッ
ト
」

が
、
子
育
て
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
22
日

午
前
10
時
30

分
～
正
午

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

保
育
あ
り
（
定
員
15
人
。
生
後
６

カ
月
以
上
。
要
予
約
）

申
５
月

11
日

～
19
日



作
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
に
、

手
作
り
の
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
５
月
31
日

午
前
11
時
か

ら

申
５
月
22
日

～
29
日


対
象
＝
２
歳
以
上
の
幼
児
と
そ
の

保
護
者

定
員
＝
25
組
（
先
着
）


ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
＆
お
絵
か
き

タ
イ
ム

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
手
遊
び

や
体
操
、
お
楽
し
み
シ
ア
タ
ー
、

制
作
な
ど
を
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
17
日

・
24
日

・

６
月
７
日

の
午
前
11
時
か
ら


子
育
て
相
談

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分※
４
カ
月
未
満
児
計
測
の
定
員
は

15
人
。
５
月
17
日

ま
で
要
予
約


ミ
ニ
講
座
「
乳
幼
児
の
虫
歯
予

防
」

歯
科
衛
生
士
か
ら
虫
歯
予
防
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
す
。
講
座
後
、

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
＝
６
月
８
日

午
前
10
時
30

分
か
ら


わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
わ
い

わ
い
ル
ー
ム
（
ち
び
っ
こ
広
場
内
）

で
思
う
存
分
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
い
ず
れ
も
午
前
11

時
か
ら
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

期
日
＝
５
月
12
日

・
16
日

・

25
日

・
29
日

・
６
月
６
日


対
象
＝
生
後
１
歳
未
満
児
の
親
子


フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
養
成
講
習
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
の
仕
事
や
子
ど
も
の
保
育

に
興
味
が
あ
る
人
が
対
象
で
す
。

時
間
＝
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30

分
（
②
の
み
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
）

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ

ー
中
会
議
室
（
④
の
み
市
民
セ
ン

タ
ー
２
０
２
会
議
室
）

定
員
＝

70
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
無
料

申
５
月
18
日


ま
で
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

39
・
２
８

６
０
へ
（
保
育
あ
り
。
生
後
６
カ

月
以
上
。
要
予
約
）

6/1


25


18


5/11


期
日

家
庭
内
の
困
り
ご

と お
か
あ
さ
ん
の
悩

み
を
聞
き
ま
す

妊
婦
の
健
康
、
４

カ
月
未
満
児
計
測

家
庭
内
の
困
り
ご

と
内

容

家
庭
児
童

相
談
員

先
輩
マ
マ

助
産
師

家
庭
児
童

相
談
員

担

当

⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 回

20


13


9


5


6/1


5/25


期
日

保
育
の
心

子
ど
も
の
身
体
の
発
育
と

病
気

心
の
発
達
と
そ
の
課
題

ほ
乳
と
食
事

子
ど
も
の
事
故
と
防
止
対

策 セ
ン
タ
ー
事
業
の
あ
ら
ま

し
と
活
動
内
容

内

容

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し


39
・
２
７
６
３

●
長
岡
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事

業
補
助
金
成
果
報
告
会
の
開
催

平
成
17
年
度
に
実
施
し
た
地
域

の
活
性
化
を
目
的
と
す
る
ま
ち
づ

く
り
活
動
の
成
果
を
実
施
団
体
が

発
表
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
見
学

で
き
ま
す
。

日
時
＝
５
月
22
日

午
後
２
時
30

分
～
５
時
15
分

会
場
＝
長
岡
ベ

ル
ナ
ー
ル
（
古
正
寺
町
）

定
員

＝
30
人
（
先
着
）

申
・
問
地
域

自
治
振
興
室

●
第
11
回
に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク

健
康
で
明
る
く
生
き
る
高
齢
者

の
祭
典
「
に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

①
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
競
技

期
日
＝
６
月
３
日

～
5
日

、

８
日

、
11
日


※
種
目
、
会

場
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

②
開
会
式
と
イ
ベ
ン
ト
（
無
料
）

い
ず
れ
も
期
日
は
６
月
３
日


で
、
会
場
は
市
立
劇
場
で
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

☆
開
会
式

時
間
＝
午
後
１
時
か
ら
（
開
場
は

午
後
０
時
30
分
）

☆
高
齢
者
芸
能
発
表
会

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分

☆
記
念
講
演
「
私
の
選
ん
だ
女
優

の
道
」

時
間
＝
午
後
２
時
40
分
～
４
時
10

分

講
師
＝
女
優
・
市
原
悦
子
さ

ん

定
員
＝
１
、
５
０
０
人
（
先

着
）

☆
交
流
広
場

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
４
時
10

分

内
容
＝
健
康
・
保
健
コ
ー
ナ

ー
、
地
元
の
物
産
・
福
祉
施
設
の

手
作
り
品
即
売
会
、
震
災
復
興
パ

ネ
ル
展
、
市
制
１
０
０
周
年
コ
ー

ナ
ー

問
に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
事
務
局

０
２
５
・
２
８
５

・
１
４
０
０

す
べ
て
参
加
は
無
料
で
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。


子
ど
も
の
本
を
読
む
会

日
時
＝
５
月
10
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

内
容
＝
ウ
ル
フ
・
ス

タ
ル
ク
作
「
お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
天

使
」

会
場
＝
中
央
図
書
館
講
座

室
１


映
画
会

日
時
と
内
容
＝
①
５
月
10
日

午

後
２
時
～
３
時
30
分
…
「
我
等
の

町
」（

年
ア
メ
リ
カ
）
②
５
月
20

日

午
後
２
時
～
３
時
50
分
…
「
ア

レ
ク
セ
イ
と
泉
」（

年
日
本
）

会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂

定
員

＝
１
９
０
人
（
先
着
）


エ
コ
・
ブ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ア

図
書
館
で
不
用
に
な
っ
た
本
を

有
効
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
無

料
で
お
譲
り
し
ま
す
。
駐
車
場
が

大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
５
月
14
日

午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
（
児
童
書
の
み
午

後
１
時
か
ら
提
供
開
始
）

会
場

＝
中
央
図
書
館
２
階
美
術
セ
ン
タ

ー

内
容
＝
一
般
書
、
児
童
書
の

小
説
、
実
用
書
、
雑
誌

冊
数
＝

１
人
図
書
20
冊
、
雑
誌
20
冊
の
計

40
冊
ま
で
（
た
だ
し
児
童
書
は
１

人
10
冊
ま
で
。
袋
は
各
自
で
用
意
）

互
尊
文
庫

35
・
７
９
８
１

●
読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

日
時
＝
５
月
26
日

午
後
７
時
～

８
時
30
分

内
容
＝
徳
富
蘆
花
著

「
不
如
帰

ほ
と
と
ぎ
す

」

西
地
域
図
書
館

27
・
４
９
０
０

●
お
は
な
し
ぽ
ん
っ
！

春
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

日
時
＝
５
月
13
日

午
後
２
時
～

３
時

会
場
＝
大
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
和
室
１

内
容
＝
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
お

た
の
し
み
工
作
ほ
か

定
員
＝
１

０
０
人
（
先
着
）

南
地
域
図
書
館

30
・
３
５
０
１

●
楽
し
く
作
ろ
う
パ
ラ
ダ
イ
ス

日
時
＝
５
月
13
日

午
後
２
時
30

分
か
ら

内
容
＝
ま
ち
の
先
生
・

小
川
禎
子
さ
ん
に
よ
る
リ
サ
イ
ク

ル
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
工
作

会
場

＝
宮
内
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
南
部
体
育

館
隣
接
）
１
階

会
議
室

定
員

＝
20
人
（
先
着
）
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読み聞かせボランティア養成講座

絵本を通して赤ちゃんと家族がコミュニケーションをとる

ことを応援するブックスタート活動を新市全域で行います。

この機会に、ブックスタート活動ボランティアや、図書館・

小学校での読み聞かせボランティアを始めてみませんか。親

子サークルや家庭での読み聞かせにも役立つ内容です。

講座修了後、図書館が実施するおはなし会やブックスター

トにボランティアとして参加していただく機会があります。

会場＝中央図書館２階講堂 受講料＝無料 対象＝おはなし

ボランティアやブックスタートボランティアを始めてみたい

人で、なるべく５回連続で受講できる人 定員＝80人（先着）

申電話、ファクスまたはＥメールlib@city.nagaoka.niigata.jp

で中央図書館へ（必要事項：住所・氏名・電話番号）。一時保

育を希望する人は希望日の１週間前までにお子さんの氏名・

年齢をお知らせください。

地
域
自
治
振
興
室


39
・
２
２
６
０

介
護
保
険
課

39
・
２
２
４
５

中
央
図
書
館

32
・
０
６
５
８


32
・
０
６
６
４

lib@
city.nagaoka.niigata.jp

回 日 時 テーマ 講 師

１
６月１日
午後１時30分
～３時30分

絵本のもつ力①
赤ちゃんから絵本 すずらん文庫主宰

・日本図書館協会
評議員
渡辺順子さん２

８日
午後１時30分
～３時30分

絵本のもつ力②
小学生こそ絵本

３
15日

午後１時30分
～４時

読み聞かせ実践編①
読み聞かせの基本
乳幼児むけプログラムの留意点

よみきかせグルー
プ「センス・オブ
・ワンダー」主宰
中山佳奈恵さん

４
22日

午後１時30分
～４時

読み聞かせ実践編②
図書館・公民館でのお話会プロ
グラムの留意点

５
29日

午後１時30分
～４時

読み聞かせ実践編③
学校ボランティアの留意点

▲市原悦子さん

趣
味
創
作
教
室

申５月９日～14日に、電話または直接サンライフ長岡へ。

教室名 開催月・曜日・時間・回数 定員 会費

焼 物

（陶芸）

６～11月第１・３水曜日
午後６時30分～８時

（計10回８月休み）

35人 4,000円
６～11月第２・４水曜日 35人 4,000円
６～11月第２・４金曜日 35人 4,000円

詩 吟 ６～８月金曜日 午後７時～８時30分（計12回） 35人 3,000円
実用書道 ６～10月水曜日 午後１時30分～３時（計12回８月休み） 20人 2,000円

サンライフ長岡36・7200
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市民体育祭ソフトテニス大会

日時と種目＝５月21日午前９時競技開始（雨天中止）

…一般男子・女子、シニア 小・中・高校生は別途案内

会場＝希望が丘テニス場 参加料（各１組・当日に）＝

2,000円 申５月11日までに郵便またはファクスで参加

希望の種目名、参加者名、連絡先を〒940－2046雲出町1347

長岡市ソフトテニス連盟・丸山進さん・46・5935へ

市民マラソン大会

日時＝６月３日午後３時スタート（雨天決行） コー

ス＝信濃川河川堤防マラソンコース（集合は市営陸上競

技場プレハブ旧管理棟） 種目＝高校生男子・一般男子

Ａ（10㎞）、一般男子Ｂ・一般女子（５㎞） 参加料＝500

円 申５月29日までに参加料を添えて長岡市体育協

会へ（当日参加可）

ジュニア初心者アーチェリー教室

日時＝６月６日～27日の毎週火曜日午後７時45分～９時

15分 会場＝南部体育館グリーンフロア 対象＝小学４

年～中学３年生 参加料（初回に）＝2,500円 申長岡

市体育協会へ

市民テニス教室（６月コース）

日時＝６月２日～16日の毎週火・金曜日午後７時～９時

（計５回） 会場＝希望が丘テニス場 定員＝45人（抽

選） 参加料（初回に）＝4,000円 申５月20日までに

往復はがきに住所、氏名、電話番号、経験年数、返信あ

て名を記入して〒940－0097山田１－４－14棚橋義孝さん

へ

金曜日テニスレッスン

日時＝５月19日～毎週金曜日午前10時～正午（雨天時、

８月および大会開催日は休み） 会場＝希望が丘テニス

場 対象＝高校生以上の初級者 参加料＝１回1,000円

申当日会場で

初心者太極拳教室

コースと日時＝①火曜コース…５月23日～６月27日の毎

週火曜日②木曜コース…５月25日～６月29日の毎週木曜

日、いずれも午

前10時～正午

会場＝市民体育

館小アリーナ

参加料＝2,000円

持ち物＝内履き

申長岡太極拳協

会・片桐さん

36・4758へ

エアロビックダンスクラブ会員追加募集

期日＝６月７日～来年３月の毎週水曜日 コースと時

間＝Ａコース…午後７時～８時、Ｂコース…午後８時～

９時 定員＝各15人（抽選） 参加料＝10,000円 申５

月26日必着で、往復はがきに①希望のコース②郵便番

号③住所④氏名⑤年齢⑥電話番号⑦返信あて名を記入し

て〒940―0041学校町１の２の１長岡市体育協会ＡＤＣ

係へ（はがき１人１枚。結果は５月29日に発送予定）

初心者スポーツチャンバラ教室

動きやすい服装でご参加ください。

日時と会場＝①５月14日～６月４日の毎週日曜日午後４

時～５時30分・川崎小学校体育館②５月28日～６月25日

の毎週日曜日午後４時～６時・日越小学校体育館 会費

＝①・②とも3,000円（保険料含む） 申①５月10日②

５月22日までに長岡市体育協会へ 問長岡市スポー

ツチャンバラ協会①丸山さん24・3881②片岡さん53

・6451へ

初心者合気道教室

日時＝５月25日～７月27日の毎週木曜日午後７時～９時

会場＝市民体育館 対象＝高校生以上 参加料（初回に）

＝3,000円 持ち物＝運動のできる服装（柔道着・空手道

着でも可） 定員＝30人（先着） 申長岡市体育協会

へ

初心者・ジュニアゴルフ教室（定員は各コース10人）

長岡市体育協会（市民体育館内） 34・2130と加盟団体の催し

開催日・コース 対 象 時 間 会場・申 参加料

６月４日～
25日の毎週
日曜日（４
回）

スナッグゴルフ 特になし 9：30～10：30 滝谷高原
ゴルフパ
ーク（滝谷
町字西平）
23・0511

1,050円
（ボール
代、入場
料含む）

ジュニア 初心者 11：00～12：00

ジュニア 経験者 12：30～13：30

レディース 女性 14：00～15：10 オーエム
ゴルフセ
ンター（北
園町）
24・2131

5,250円
（ボール代
別。入場
料はコー
スによっ
て異なり
ます）

一般Ａ 初心者
男・女

18：20～19：30

一般Ｂ 20：00～21：10

７月５日～
26日の毎週
水曜日（４
回）

AMレディース
女性

10：30～11：40
長岡南ゴ
ルフガー
デン（摂田
屋）
32・6511

PMレディース 14：00～15：10

一般Ａ 初心者
男・女

18：30～19：40

一般Ｂ 20：00～21：10

７月７日～
28日の毎週
金曜日（４
回）

AMレディース
女性

10：30～11：40
長岡西ゴ
ルフガー
デン
（日越）
47・6511

PMレディース 14：00～15：10

一般Ａ 初心者
男・女

18：30～19：40

一般Ｂ 20：00～21：10

●
第
22
回
み
し
ま
西
山
連
峰

登
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会

３
㎞
・
10
㎞
・
20
㎞
の
３
コ
ー

ス
に
13
種
目
を
設
定
し
て
の
開
催
。

力
走
す
る
ラ
ン
ナ
ー
の
応
援
に
ぜ

ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
５
月
21
日


時
間
＝
開

会
式
…
午
前
９
時
15
分
、
ス
タ
ー

ト
…
午
前
10
時

発
着
点
＝
三
島

体
育
セ
ン
タ
ー

問
同
大
会
実
行

委
員
会
事
務
局
（
教
育
委
員
会
三

島
分
室
内
）

42
・
２
２
２
１

●
長
岡
ダ
ン
ベ
ル
サ
ー
ク
ル
会
員

募
集

日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
２
時
～

３
時
30
分

会
場
＝
サ
ン
ラ
イ
フ

長
岡

定
員
＝
10
人
（
先
着
）

会
費
＝
月
１
、
０
０
０
円
（
別
に

施
設
使
用
料
年
５
、
０
０
０
円
必

要
）


「
こ
こ
ろ
の
元
気
の
た
め
に
」

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

ス
ト
レ
ス
と
の
上
手
な
つ
き
あ

い
方
や
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す

る
相
談
窓
口
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

健
康
セ
ン
タ
ー
や
市
民
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
無
料
で
配
布
し
ま
す
。


あ
な
た
の
健
康
相
談
室（
無
料
）

健
診
結
果
に
つ
い
て
の
相
談
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
・
改
善
す
る

食
事
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

２
日
前
ま
で
に
電
話
予
約
の
上
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
（
先
着
）。

時
間
＝
午
後
１
時
15
分
～
３
時

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー


５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

た
ば
こ
の
煙
か
ら
健
康
を
守
ろ
う

他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
い
込

む
こ
と
を
「
受
動
喫
煙
」
と
い
い

ま
す
。
喫
煙
者
が
自
ら
吸
い
込
む

煙
よ
り
、
空
気
に
漂
う
た
ば
こ
の

煙
の
方
が
有
害
で
す
。

市
で
は
受
動
喫
煙
防
止
の
た
め

に
、
市
有
施
設
の
禁
煙
・
完
全
分

煙
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
た
ば
こ

を
吸
う
人
は
、
自
分
自
身
の
健
康

は
も
ち
ろ
ん
、
吸
わ
な
い
人
の
健

康
に
も
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。


パ
パ
マ
マ
サ
ー
ク
ル

妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
相
談
し
た
り
す
る
場
で
す
。
来

年
３
月
ま
で
毎
月
実
施
し
ま
す
（
10

月
は
除
く
）。

日
時
＝
６
月
９
日

午
後
６
時
45

分
～
８
時
45
分

会
場
＝
健
康
セ

ン
タ
ー

対
象
＝
妊
婦
と
配
偶
者

定
員
＝
35
組
（
先
着
）

内
容
＝

沐
浴
実
習
、
夫
婦
で
行
う
リ
ラ
ッ

ク
ス
体
操
、
助
産
師
・
保
健
師
か

ら
の
情
報
提
供

持
ち
物
＝
母
子

健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、
沐
浴
実

習
用
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

申

５
月
９
日

か
ら

●
足
腰
健
康
相
談
室
（
無
料
）

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
た

め
の
運
動
や
認
知
症
予
防
に
も
つ

な
が
る
軽
体
操
な
ど
、
理
学
療
法

士
や
保
健
師
な
ど
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

２
日
前
ま
で
に
電
話
予
約
の
上
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
17
日

午
後
１
時
15

分
～
３
時

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ

ー

定
員
＝
３
人
（
先
着
）
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教
育
委
員
会
三
島
分
室


42
・
２
２
２
１

サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡


36
・
７
２
０
０

健
康
課


32
・
５
０
０
０

介
護
予
防
推
進
室


39
・
２
２
６
８

体力の増進と健康維持のため、学校の施設を利用
して気軽にスポーツを楽しみませんか。

屋内体育館開放（無料）

期間＝来年３月末まで（バレーボールは５月８日
から12月11日まで）

申各開放校の管理指導員へ（当日、各体育館にいま
す）

テニスコート開放（無料）

期間＝ソフトテニス…５月10日～９月27日
テニス…５月11日～10月19日

申直接テニスコートで（初心者への指導あり）
◇ ◇

①②とも、ボールなどの用具は各自で用意してくだ
さい。また、開放日が祝祭日や大会などにあたる日
は使用できないことがあります。

夜間照明付グラウンド開放
期間＝５月１日～10月31日
開放校＝北中学校、宮内中学校、

大島中学校、関原中学校
種目＝軟式野球、ソフトボール、サッカーなど
時間＝午後７時～９時
利用料＝１回２時間6,000円

（申し込みの際にお支払いください）
申利用する日の２カ月前から市民体育館34・2700
で先着順で受け付け

種 目 開放校 曜日 時 間

バドミントン 東北中学校 金 午後７時30分～９時30分

バレーボール 長岡農業高校 月

午後７時～９時バスケット
ボ ー ル

東北中学校 火

卓 球
旭岡中学校
（武道場）

火・水
木・金

午後７時～９時
（金のみ９時30分まで）

～ 学 校 開 放 案 内 ～

種 目 開放校 曜日 時 間

ソフトテニス 東 中 学 校
（コート４面）

水
午後７時～９時

テ ニ ス 木

5/10
6/14

期
日

食
事
や
健
康
に

関
す
る
こ
と

内

容

各４人 定員

管
理
栄
養
士

保
健
師

担

当

問スポーツ振興課32・6117



●
子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
団
体
募
集

期
日
＝
９
月
９
日


会
場
＝
市

民
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
親
子
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
や
子
育
て
に
関

す
る
情
報
発
信
な
ど

募
集
数
＝

３
団
体
程
度

選
考
＝
企
画
内
容

や
催
し
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を

考
慮
し
て
決
定
（
参
加
団
体
に
謝

金
を
支
給
予
定
）

対
象
＝
市
内

で
子
育
て
支
援

に
関
す
る
活
動

を
し
て
い
る
団

体
な
ど

申
５

月
22
日

ま
で

に
市
民
セ
ン
タ

ー
ち
び
っ
こ
広
場

39
・
２
７
７

５
へ

●
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

自
然
や
地
域
の
環
境
に
関
心
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
（
幼
児
～
高
校

生
）
を
募
集
し
ま
す
。

会
費
は
無
料
。
入
会
す
る
と
会

員
バ
ッ
チ
と
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
が

届
き
ま
す
。
友
だ
ち
同
士
や
兄
弟

で
登
録
し
ま
せ
ん
か
。

問
環
境
政
策
課

24
・
０
５
２
８

●
長
岡
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
推
進
懇
談
会
委
員
募
集

応
募
資
格
＝
市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
20
歳
以
上
で
、
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
に
理
解
と
熱

意
の
あ
る
人

任
期
＝
６
月
～
平

成
20
年
３
月

募
集
人
数
＝
５
人

程
度

会
議
＝
年
３
回
程
度
（
平

日
の
日
中
に
開
催
）

報
酬
＝
９
、

１
０
０
円
（
会
議
１
回
に
つ
き
）

申
６
月
９
日

ま
で
に
市
役
所
１

階
市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、
各
支
所

ま
た
は
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
市
民

セ
ン
タ
ー
２
階
）
に
あ
る
所
定
の

申
込
用
紙
と
、「
男
女
共
同
参
画
」

に
つ
い
て
の
考
え
を
８
０
０
字
程

度
に
ま
と
め
た
も
の
を
〒
９
４
０

―
０
０
６
２
大
手
通
２
の
２
の
６

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ル

な
が
お
か

39
・
２
７
４
６
へ
郵

送
ま
た
は
持
参

●
保
健
師
・
看
護
師（
臨
時
職
員
）

募
集

募
集
人
数
＝
１
人

雇
用
期
間
＝

６
月
～
11
月
（
勤
務
実
績
に
よ
り

更
新
あ
り
）

勤
務
内
容
＝
介
護

予
防
に
関
す
る
業
務

応
募
資
格

＝
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
の
資
格

を
有
す
る
人

勤
務
日
＝
月
～
金

曜
日（
１
日
８
時
間
）

賃
金
＝
日

額
７
、６
１
０
円
～
７
、０
３
０
円

試
験
日
＝
５
月
23
日


選
考
方

法
＝
書
類
審
査
、
面
接

申
５
月

19
日

ま
で
に
介
護
予
防
推
進
室

お
よ
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
に
あ

る
申
込
書
を
介
護
予
防
推
進
室


39
・
２
２
６
８
へ
本
人
が
持
参

22市政だより 2006.5

▲こどもエコクラブ
キャラクター「エコ
まる」

アメリカシロヒトリは早期に発見して

駆除しましょう

アメリカシロヒトリは、毎年５月下旬ごろから９月に

かけて庭木や街路樹の葉を食い荒らし、私たちの住環境

を悪化させます。次の駆除方法で被害を防ぎましょう。

●巣のある枝葉を切り取ることが最も効果的！

幼虫（毛虫）の発生時期には、庭木などの樹木の様子

を注意深く観察してください。幼虫は卵からかえると、

分散せずに集団でクモの糸がからんだような巣網を作り

ます。この巣網を見つけたら、すぐその枝葉を切り取り、

靴底などでつぶしてください（人に皮膚炎などの害はあ

りません）。残った枝は燃やすごみに出してください。

巣網は放置すると幼虫が樹木全体に散ってしまうため、

見つけ次第、枝葉ごと切り取って処分しましょう。

●薬剤散布は最小限に！

幼虫が樹木全体に発生した場合や枝を切り取ることが

難しい場合は、薬剤散布が有効です。駆除剤は、薬剤を

葉に付着させ、その葉を幼虫が食べることで駆除するも

のです。発生前に散布しても予防効果はありません。

薬剤散布を行う時は、次のことを必ず守ってください。

①実施前には隣家などに「窓閉め」のお願いを徹底

②薬剤が素肌に付かない服装（マスク・手袋・長袖など）で

③薬剤散布は風上から実施し、隣家への飛散に注意

④作業後は手・足・顔洗い、うがいを忘れずに

問環境業務課24・2837

市では、一人ひとりが生涯にわたりいつでも自由

に学べるまちづくりの実現に向けて、「第二次長岡市

生涯学習推進計画」（計画期間：平成13年度～22年度）

を策定し、学習の機会や学習情報などを積極的に提

供してきました。

この推進計画の前期計画（平成17年度まで）が終

了し、新たに後期計画（平成22年度まで）を策定し

ます。長岡市生涯学習推進会議（市民代表で構成）

や、生涯学習市民意識調査の結果をもとに生涯学習

のニーズを把握。さら

に、生涯学習の主役で

ある市民のみなさんの

声を反映し、秋をめど

に計画を策定します。

生涯学習推進計画の

基本構想も一部見直

します

現在策定中の「長岡市総合計画」や市町村合併を

踏まえて、基本構想の一部を見直します。

基本構想の見直し案は、市のホームページと生涯

学習課で公開しています。基本構想や後期計画づく

りにご意見・ご要望をお寄せください。

問生涯学習課32・5110、ホームページアドレス

http://www.city.nagaoka.niigata.jp

▲昨年のそば打ち体験講座で

第二次長岡市生涯学習推進計画（後期
計画）の策定にご意見を！

融雪災害にご注意を
中越大震災と今冬の豪雪の影響で、雪解け水による雪崩、土砂

崩れ、地すべりなどの災害が発生しやすくなっています。
ハイキングや山菜採りなどで山間地に入る場合は、融雪災害に

十分に注意してください。
問危機管理防災課39・2262

●
野
焼
き
は
禁
止
で
す

法
律
に
適
合
し
た
焼
却
炉
を
使

わ
な
い
野
焼
き
（
野
外
で
の
焼
却
）

に
、
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
法
で
は
、
さ
い
の
神

や
病
害
虫
の
駆
除
な
ど
を
除
き
、

野
焼
き
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

家
庭
ご
み
や
震
災
ご
み
は
燃
や

さ
ず
に
分
別
し
て
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課

24
・
０
５
２
８
、

環
境
業
務
課

24
・
２
８
３
７

●
５
月
は
水
防
月
間
で
す

水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
水
防
に
つ
い
て
、

関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
天
気
予
報

や
注
意
報
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

担
当
＝
河
川
課

39
・
２
２
３
３
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情報公開制度・
個人情報保護制度の運用状況

＜情報公開制度＞

市では「長岡市情報公開条例」に基づき、市政に関する情報を

公開しています。市民ならどなたでも情報公開の請求ができます。

請求があった場合は、原則としてその情報のすべてを公開して

います。ただし、個人に関する情報などが含まれる場合は、その

部分を公開できないことがあります。このような場合は、公開で

きない部分を除いて「部分公開」をしています。

公開についての相談や請求は、市役所１階市民の声なんでも窓

口、２階情報公開コーナーまたは各支所で受け付けています。

旧和島村、旧寺泊町、旧栃尾市および旧与板町における平成17年度の公開請

求は、旧栃尾市で２件（全部公開）、旧与板町の１件（全部公開）でした。

＜個人情報保護制度＞

市では「長岡市個人情報保護条例」に基づき、市が保有する個

人情報の取り扱いのルールを定め、市民のプライバシーを保護し

ています。

本人から自分自身の情報を開示してほしいという請求があった

場合は、原則としてすべての情報を開示しています。ただし、本

人に知らされていない病気の状態など、本人に開示することが不

適切な場合は、開示しないことがあります。

旧和島村、旧寺泊町、旧栃尾市および旧与板町における平成17年度の開示請

求は、旧与板町の１件（全部開示）のみでした。

※「情報不存在」とは、公開請求または開示請求された情報が実

施機関に存在しなかったことをいいます。

問庶務課39・2203

平成17年度の情報公開の実施状況

実施機関
請求の
件 数

公開・非公開の状況
不 服
申立て全部公開 部分公開 非公開

情 報
不存在※

市 長 部 局 54 30 20 0 4 0

議 会 1 0 1 0 0 0

教育委員会 12 9 2 0 1 0

選 挙 管 理
委 員 会

1 1 0 0 0 0

合 計 68 40 23 0 5 0

平成17年度の個人情報の自己情報開示請求の件数

実施機関
請求の
件 数

処 理 状 況
不 服
申立て全部開示 部分開示 非開示

情 報
不存在※

市 長 部 局 36 31 0 0 5 0

消 防 本 部 1 1 0 0 0 0

合 計 37 32 0 0 5 0

消防法の改正により

すべての住宅に火災警報器の設置が

義務づけられます

住宅火災による逃げ遅れを防ぐ

ため、６月１日からすべての住宅

（アパートや共同住宅含む）に火

災警報器の設置が義務づけられま

す。早めに火災警報器を取り付け

ましょう。

設置場所

①寝室（ふだん就寝に使う部屋すべて）

②階段（寝室が２階以上にある場合）

③廊下（寝室がない階でも、約４畳半以上の

部屋が５室以上ある場合）

設置期限

①新築住宅…６月以降に着工する住宅は新築時

②既存住宅（６月１日現在、既に建てられて

いる住宅、新築や増改築中の住宅も含む）

…平成23年５月31日まで（５年以内）

販売場所

消防用設備業者、家電販売店、ホームセン

ターなど（消防署では販売しません）。購入の

際は、「ＮＳマーク（日本消防検定協会）」が

付いているかを確認してください。

問【平日の昼間】消防本部住宅用火災警報器

相談専用電話35・2194 【夜間および土・

日・祝日】消防本部36・0119、与板消防署

72・2572、栃尾消防署52・1155

▲天井用

６月から



●
市
町
村
合
併
に
伴
い
不
用
に

な
っ
た
公
用
車
を
売
却
し
ま
す

購
入
を
希
望
す
る
人
は
、
入
札

の
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

入
札
物
品
＝
乗
用
車
３
台

入
札

方
法
＝
条
件
付
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
、
市
が
定
め
る
最
低
売
却
価

格
以
上
の
金
額
で
、
最
高
価
格
で

入
札
し
た
人
と
売
買
契
約
を
し
ま

す

参
加
資
格
＝
個
人
…
長
岡
市

に
住
民
基
本
台
帳
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
が
あ
る
人
、
法
人
…
市

内
に
事
務
所
を
有
す
る
法
人

申

５
月
21
日

～
25
日

（
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）
に
用
地
管
財
課

（
市
役
所
４
階
）、
摂
田
屋
分
室
車

両
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
支
所

の
地
域
振
興
課
に
あ
る
入
札
参
加

申
込
書
（
長
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
用
地
管
財

課
ま
た
は
車
両
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

持
参
（
郵
送
不
可
）詳

し
く
は
、
長

岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
用
地
管
財
課

の
ペ
ー
ジ
）
ま
た

は
用
地
管
財
課
、

車
両
管
理
セ
ン
タ

ー
、
各
支
所
地
域

振
興
課
に
あ
る
入

札
説
明
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
用
地
管
財
課


39
・
２
２
１
１

●
春
季
消
防
演
習

各
地
域
の
消
防
団
が
春
季
消
防

演
習
を
行
い
ま
す
。

問
栃
尾
消
防
署

52
・
１
１
５
５
、

三
島
支
所
地
域
振
興
課

42
・
２

２
２
１
、
長
岡
消
防
署

35
・
２

１
９
３
、
与
板
消
防
署
寺
泊
出
張

所

75
・
２
４
７
６
、
小
国
支
所

地
域
振
興
課

95
・
３
１
１
１
、

与
板
支
所
地
域
振
興
課

72
・
３

１
０
０

●
上
級
救
命
講
習
会
（
無
料
）

心
肺
そ
生
法
（
成
人
・
小
児
・

乳
幼
児
）、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
使
用
方
法
お
よ
び

傷
病
者
の
管
理
法
な
ど
の
高
度
な

応
急
手
当
を
学
び
ま
す
。
講
習
を

修
了
し
た
人
に
は
「
上
級
救
命
講

習
修
了
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
27
日

午
前
９
時
～

午
後
６
時

会
場
＝
消
防
本
部
講

堂

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

申

５
月
15
日

午
前
９
時
か
ら
長
岡

消
防
署
救
急
係

35
・
２
１
９
３

へ●
甲
種
防
火
管
理
講
習
会

①
再
講
習
会

期
日
＝
６
月
６
日


テ
キ
ス
ト

代
＝
１
、３
６
０
円

②
新
規
講
習
会

期
日
＝
６
月
7
日

・
８
日


テ
キ
ス
ト
代
＝
３
、２
５
０
円

◇

◇

①
②
い
ず
れ
も

会
場
＝
市
立
劇

場

定
員
＝
１
５
０
人
（
先
着
）

申
５
月
15
日

～
６
月
２
日

に
、

６
カ
月
以
内
に
と
っ
た
顔
写
真
（
縦

４
㎝
×
横
３
㎝
）
１
枚
を
持
参
の

上
、
消
防
本
部
、
各
消
防
署
お
よ

び
出
張
所
へ

問
消
防
本
部
予
防

課

35
・
２
１
９
０

●
日
赤
水
上
安
全
法
救
助
員

養
成
講
習
会

日
時
＝
５
月
13
日

・
14
日

・

20
日

・
21
日

の
午
前
９
時
～

午
後
５
時

会
場
＝
長
岡
技
術
科

学
大
学
室
内
プ
ー
ル

対
象
＝
18

歳
以
上
で
ク
ロ
ー
ル
、
平
泳
ぎ
と

も
に
２
０
０
ｍ
以
上
泳
げ
、
１
ｍ

の
高
さ
か
ら
飛
び
込
め
る
人

受
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６月１日から道路交通法の一部が改正され、新たな

４つの取り組みで違法駐車対策が強化されます。

●民間の駐車監視員が放置駐車違反を取り締

まります

民間の駐車監視員が巡回し、放置駐車違反の車両を

確認した場合、その車両に確認標章（違反確認シール）

を取り付けます（警察官や交通巡視員もこれまでと同

様に、確認標章を取り付けます）。

【駐車監視員の巡回地区】

長岡駅大手口、東口につながる幹線道路および殿町

などの繁華街付近一帯

●車両の所有者に放置違反金が命ぜられます

違法駐車で取り締まりを受けた運転者が反則金を納

付しないなど、運転者の責任が追及できない場合は、

その車両の使用者（所有者）に対して放置違反金（反

則金と同額）の納付が命ぜられます。

さらに、使用者が放置違反金の納付命令を繰り返し

受けると、一定期間、車両の使用が制限されます。

●放置違反金を支払わないと車検が受けられ

なくなります

車両の使用者（所有者）が、放置違反金を納付でき

ない場合、車検手続きができなくなります。

●短時間の放置駐車も取り締まりの対象に

放置駐車が横行すると交通の大きな妨げになるほか、

事故の原因につながります。安全で円滑な交通を実現

するため、駐車時間の長短にかかわらず、放置駐車違

反の車両は、取り締まりが行われます。

問長岡警察署交通課38・0110

担当＝生活課39・2206

６月から違法駐車の取り締まりが強化されます

６月４日 28日 ５月14日 期
日

与
板

消
防
団

小
国

消
防
団

寺
泊

消
防
団

長岡消防団 三
島

消
防
団

栃
尾

消
防
団

消
防
団西部 中央 川西 北部 南部

午前８時30
分～正午

午前８時
～正午

午前８時
～正午

午後１時30
分～４時

午前９時～
11時30分

午前９時45分～
午後１時30分

午前７時30
分～正午

時
間

与
板
小
学
校

小
国
支
所
駐

車
場

寺
泊
文
化
セ

ン
タ
ー

深
沢
小
学
校

東
中
学
校

江
陽
中
学
校

黒
条
小
学
校

前
川
小
学
校

三
島
支
所
駐

車
場

栃
尾
南
小
学

校

会
場

講
料
＝
１
、５
０
０
円

定
員
＝
30

人
（
先
着
）

申
５
月
12
日

ま

で
に
福
祉
総
務
課

39
・
２
２
１

７
へ

●
水
道
局
職
員
を
名
乗
る
訪
問
販

売
に
ご
注
意
を
！

水
道
局
で
は
、
次
の
業
務
は
一

切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
不
審
な
訪

問
販
売
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。


依
頼
の
な
い
水
質
検
査


浄
水
器
の
あ
っ
せ
ん
・
販
売


水
道
管
清
掃
の
あ
っ
せ
ん


水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の

水
道
管
に
取
り
付
け
る
器
具
の

あ
っ
せ
ん
・
販
売


電
話
・
戸
別
訪
問
で
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査

不
審
に
思
っ
た
と
き
は
、
職
員

証
の
提
示
を
求
め
、
水
道
局
職
員

か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
契
約
に
は
応
じ
ず
、
す
ぐ

に
水
道
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
水
道
局
業
務
課

34
・
１
４
１

２●
千
秋
が
原
地
区
の
都
市
計
画
の

図
書
を
縦
覧
し
ま
す

千
秋
が
原
地
区
に
関
す
る
都
市

計
画
（
区
域
区
分
、
用
途
地
域
、

高
度
地
区
、
準
防
火
地
域
お
よ
び

地
区
計
画
）
を
変
更
し
た
の
で
、

関
係
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
場
所
＝
都
市
計
画
課
（
城
内

町
分
室
）

39
・
２
２
２
５

●
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
案
を

縦
覧
し
ま
す

長
岡
（
川
西
地
区
）、
越
路
、
三

島
、
与
板
の
公
共
下
水
道
を
統
合

す
る
都
市
計
画
変
更
案
を
縦
覧
し

ま
す
。

期
間
＝
５
月
２
日

～
19
日


縦
覧
場
所
＝
下
水
道
建
設
課
（
市

役
所
３
階
）

39
・
２
２
３
４

●
「
な
が
お
か
就
職
マ
ガ
ジ
ン

２
０
０
７
」
発
行

長
岡
市
雇
用
対
策
協
議
会
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
、
長
岡
商
工
会

議
所
、
長
岡
市
で
構
成
）
で
は
、

来
年
春
に
学
校
を
卒
業
し
、
就
職

活
動
を
す
る
人
向
け
に
、
地
域
の

優
良
企
業
81
社
の
情
報
を
掲
載
し

た
就
職
マ
ガ
ジ
ン
を
発
行
し
ま
し

た
。
希
望
者
に
無
料
で
配
布
し
ま

す
。

問
長
岡
商
工
会
議
所
産
業
振
興
課


32
・
４
５
０
０
、
商
業
振
興
課


39
・
２
２
２
８

●
公
益
通
報
者
保
護
法
が

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た

自
分
の
働
く
会
社
な
ど
で
起
こ

っ
た
国
民
の
安
全
や
安
心
を
脅
か

す
法
令
違
反
行
為
を
事
業
者
内
部

や
行
政
機
関
に
通
報
し
て
も
、
通

報
を
理
由
に
解
雇
や
減
給
な
ど
の

不
利
益
な
処
分
を
受
け
な
い
よ
う
、

通
報
者
を
保
護
す
る
法
律
が
、
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
市

に
監
督
権
限
が
あ
る
事
案
に
つ
い

て
、
通
報
や
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
行
政
管
理
課

39
・
２
２
０
８

ま
た
は
内
閣
府
国
民
生
活
局
企
画

課
公
益
通
報
者
保
護
制
度
相
談
窓

口

03
・
３
５
８
１
・
４
９
８
９
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●ＦＭながおか（76.4MHz）
①「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時50分ころからと午後５時30分ころから各７分間

②「市役所発！市民情報局」
毎週金曜日午前７時20分ころから10分間（再放送午後０時15分、６時45分）

③「地球広場多言語放送ワールドカフェ」
在住外国人向け４カ国語放送 毎週水曜日午後６時30分から30分間
（英語、中国語、ポルトガル語、やさしい日本語）

●ＢＳＮラジオ（1062KHz）
「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒

●エヌ・シィ・ティ（ケーブルテレビ）
「行政文字情報」（15分間）
毎週月曜日～土曜日の午前６時15分、７時15分、午後８時
15分から（土曜日は午後１時30分からも）、毎週日曜日の
午前６時15分、午後１時30分、10時30分、午前０時30分

市
政
広
報
番
組

携帯電話などで中央循環バス「くるりん」の

位置情報が確認できます

携帯電話やパソコンで「中越

バスｉ（あい）」のサイトに接続

すると、中央循環バス「くるり

ん」の現在の位置情報や時刻表

をご覧になれます。

バス停での待ち時間の短縮や

バスの遅れなどの確認にご利用

ください。

ホームページアドレス
（携帯電話とパソコン共通）

http://chuetsu-bus.com

問国土交通省長岡国道事務所調

査課36・4551、越後交通㈱乗

合バス課29・1115

担当＝交通政策課39・2267

長岡市民防災公園のデザインコンペとアイデアコンペ

の入賞者が決まりました

長岡操車場地区（千歳）に計

画している長岡市民防災公園の

整備のために公募したデザイン

とアイデアの審査委員会が３月

29日に行われ、各部門ごとに入

賞者が決まりした。

今後は最優秀賞のデザインを

基に基本設計を行い、寄せられ

たアイデアも生かしながら、み

なさんが使いやすい公園となる

よう、平成21年度の完成を目指

して整備を進めていきます。

……入賞者紹介（50音順・敬称略）……

デザインコンペ（応募総数45点）

【最優秀賞】㈱ランドスケープデザイン

【優 秀 賞】㈱計画技術研究所＋エム研究室、中越震災みど

り復興ワークキャンプ実行委員会、日野雅司建

築設計事務所、メトロ設計㈱、山宮幸四郎

※入賞作品は４月29日～５月14日に市民センターで展示

アイデアコンペ（応募総数160点）

一般の部【最優秀賞】栗原徳佳、深尾昭三郎

【優 秀 賞】白石善彦、本田由貴枝、吉田要、吉田

秀夫

小学生の部【アイデア賞】穴澤里美、安部慧太、井上美里、

片桐雅人、笹岡耕陽、田村紀彬、燕夏

帆、丸山瑞穂、宮内健樹、元井綾音

問公園緑地課39・2230

バ
ス
現
在
地
は
コ
コ

携帯電話イメージ

▲審査委員会でのプレゼンテー
ション



●
老
人
憩
い
の
家
「
は
す
は
な
荘
」

４
月
26
日
オ
ー
プ
ン

４
月
26
日

～
30
日

は
無
料

開
放
し
ま
す
。

開
館
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

時

休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日

施

設
概
要
＝
娯
楽
室
、
浴
室
、
ホ
ー

ル
ほ
か

使
用
料
＝
市
内
在
住
の

60
歳
以
上
の
人
は
無
料
、
60
歳
未

満
の
人
は
１
５
０
円
、
市
外
の
人

は
３
０
０
円

問
は
す
は
な
荘


24
・
７
２
０
０
、
中
之
島
支
所
保

健
福
祉
課

61
・
２
０
１
５

●
自
治
宝
く
じ
助
成
事
業


自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
宝

く
じ
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
町

内
会
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

が
行
う
活
動
に
必
要
な
施
設
や
設

備
の
整
備
に
助
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広

報
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発

展
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

昨
年
度
は
、
中
之
島
夏
ま
つ
り

事
業
実
行
委
員
会
が
宮
太
鼓
と
は

ん
て
ん
を
整
備
し
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
の
助
成
事
業
に
つ

い
て
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

市
政
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課

32
・
５
１
１
０

●
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
な
ど
を
取
り

扱
う
際
は
ご
注
意
を

「
自
主
点
検
欠
か
さ
ぬ
あ
な
た
に

グ
ラ
ン
プ
リ
」

６
月
４
日

～
10
日

は
、「
危

険
物
安
全
週
間
」
で
す
。

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
な
ど
の
危
険

物
は
、
ひ
と
た
び
事
故
が
発
生
す

る
と
大
き
な
災
害
に
つ
な
が
り
ま

す
。一

人
ひ
と
り
が
取
り
扱
い
に
注

意
し
、
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

問
消
防
本
部
予
防
課

35
・
２
１

９
０

●
入
院
中
の
食
事
に
係
る
負
担
金

が
一
食
単
位
に
変
わ
り
ま
し
た

入
院
中
の
食
事
に
係
る
一
部
負

担
金
が
、
４
月
１
日
よ
り
、「
１
日

単
位
」
か
ら
「
１
食
単
位
」
に
変

わ
り
ま
し
た
。

変
更
前

１
日
あ
た
り
７
８
０
円

変
更
後

１
食

２
６
０
円

（
１
日
３
食
で
７
８
０
円
）

な
お
、
市
民
税
非
課
税
世
帯（
次

の
①
～
③
）
の
人
の
一
部
負
担
金

は
、
次
の
と
お
り
減
額
さ
れ
ま
す
。

①
市
民
税
非
課
税
世
帯

１
食
２
１
０
円

（
１
日
３
食
で
６
３
０
円
）

②
過
去
12
カ
月
の
入
院
日
数
が
90

日
を
超
え
て
い
る
人

１
食
１
６
０
円

（
１
日
３
食
で
４
８
０
円
）

③
70
歳
以
上
の
人
お
よ
び
老
人
保

健
該
当
者
で
、
世
帯
全
員
の
所

得
が
０
円
の
人

１
食
１
０
０
円

（
１
日
３
食
で
３
０
０
円
）

減
額
を
受
け
る
に
は
、
減
額
認

定
証
の
申
請
が
必
要
で
す
。

手
続
先
＝
市
役
所
１
階
国
保
医
療

課
⑨
⑩
番
窓
口
ま
た
は
各
支
所
市

民
生
活
課

持
参
す
る
も
の
＝
保

険
証
・
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証

（
老
人
保
健
該
当
者
の
み
）

問

国
保
医
療
課

39
・
２
２
２
０
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▲整備した宮太鼓とはんてん

事業所の新設・増設を行った企業を支援します

事業所を新設・増設した企業は、次の企業立地優遇制度をご利用ください。

固定資産税・都市計画税の
課税免除

生産、営業用設備に対する
補助金

電気料金に対する給付金 不動産取得税・事業税の減免

実施主体 長岡市 （財）電源地域振興センター 新潟県 新潟県

対 象
指定する工業団地などに、用
地または工場などを取得する
企業

工場、事業所などを新設また
は増設する企業【長岡・越路
・小国・栃尾地域に立地】

工場などを新設・増設し、契
約電力が増加した企業

指定する工業団地に、用地ま
たは工場などを取得する企業

要 件




すべてを満
たすこと





【長岡地域】
・固定資産取得額が１億円以上
・新たに５人以上を雇用
【その他の地域】
要件がそれぞれ異なるため、

お問い合わせください。

・新たに３人以上を雇用
・建物の延べ床面積が267㎡
以上増加

新たに３人以上を雇用
固定資産取得額が2,500万円
以上

制度の内容
固定資産税・都市計画税の課
税免除（３年間）

建物の増加延べ床面積、増加
雇用者数に応じて算定

電気料金のおおむね１／２～
１／４を給付（８年間）

不動産取得税・事業税の１／
２を減免（３年間）

手続きの時期
固定資産を取得した翌年の１
月末日までに申請

おおむね３月・８月（年２回）
に募集

おおむね５月・11月（年２回）
に募集

不動産取得から60日以内に申
請

申請・問い合
わせ先

長岡市工業振興課企業立地室39・2222
長岡地域振興局県税部

38・2504

▲はすはな荘
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ご活用ください 中小企業向け制度融資

●印の融資は、平成18年度も引き続き取り扱います。◎印の地域限定の融資は、平成18年度で取り扱いを終了します。

申し込みは、市内の各金融機関へどうぞ。詳しくは、各担当課へお問い合わせください。

制 度 名 融資限度額 貸付利率（年） 返済期間 問い合わせ

中小企業
振興資金

普通貸付 2,000万円
2.4％

信用保証付は1.9％
運転資金６年以内
設備資金７年以内

（据置１年
以内含む）

商業振興課
39・2228

中之島支所
産業課

61・2011

越路支所
産業課

92・5903

三島支所
産業課

42・2221

山古志支所
産業課

46・1504

小国支所
産業課

95・5906

和島支所
産業課

74・3111

寺泊支所
産業課

75・3105

栃尾支所
商工観光課
52・5827

与板支所
産業課

72・3100

組合貸付
5,000万円

返済期間１年未満の
運転資金は２億円

2.4％
返済期間１年未満の
運転資金は1.5％

運転資金４年以内
設備資金５年以内

（据置３月
以内含む）

小口貸付 750万円 2.0％
運転資金５年以内
設備資金６年以内

（据置６月
以内含む）

創業貸付 1,000万円
2.4％

信用保証付は2.2％
運転資金５年以内
設備資金７年以内

（据置１年
以内含む）

中小企業
高 度 化
資 金

普通貸付 4,000万円
2.4％

信用保証付は2.2％
10年以内 （据置１年以内含む）

組合貸付
（共同施設事業）

所要資金の2/3以内で
4,000万円

2.4％ ７年以内 （据置６月以内含む）

組合貸付
（県高度化）

所要額から県高
度化資金貸付額
を除いた額の1/3

2.4％ 15年以内 （据置３年以内含む）

特別貸付
（中小流通業店
舗等活性化資金）

5,000万円
2.1％

信用保証付は1.6％
10年以内 （据置１年以内含む）

●中小企業経営改善支援
特別融資

3,000万円

５年以内2.2％
信用保証付は1.7％

５年超９年以内 2.4％
信用保証付は1.9％

９年以内 （据置１年以内含む）

中小企業連鎖倒産防止対策
資金

倒産企業との債権額の
範囲内で3,000万円

1.9％
信用保証付は1.7％

９年以内 （据置２年以内含む）

中小企業
災害復旧
資 金

災害復旧資金 3,000万円

５年以内2.2％
信用保証付は1.7％

５年超９年以内 2.4％
信用保証付は1.9％

運転資金７年以内
設備資金９年以内

（据置１年
以内含む）

●中越地震対
策特例融資

3,000万円

３年以内1.7％
信用保証付は1.5％

３年超７年以内 2.1％
信用保証付は1.9％

７年超10年以内 2.5％
信用保証付は2.3％

10年以内 （据置２年以内含む）

●再生支援
緊急融資

１億円 1.9％ 10年以内 （据置２年以内含む）

新技術新製品開発資金 2,500万円 1.7％ ８年以内 （据置１年以内含む）

工業振興課
39・2222

設備資金
4,000万円

１年以上５年未満の
創業者は6,000万円

1.9％ ８年以内 （据置１年以内含む）

工場等立地促進資金
・用地取得費の2/3
・建物取得費の2/3
で２億円

1.5％ 10年以内 （据置２年以内含む）

◎越路地域不況対策特別資金 1,000万円
2.4％

信用保証付は1.7％
７年以内 （据置１年以内含む）

越路支所
産業課

92・5903

◎三島地域緊急不況対策
特別融資

1,000万円 1.8％ ７年以内 （据置１年以内含む）
三島支所
産業課

42・2221

◎小国地域
商 工 業
振興資金

一般資金
運転 500万円
設備 1,000万円

2.45％
信用保証付は1.95％

運転資金 ５年以内（据置６月以内含む）
設備資金 ７年以内（据置１年以内含む）

小国支所
産業課

95・5906
緊急経営安定資金 2,000万円

2.45％
信用保証付は1.95％

７年以内 （据置２年以内含む）

小口緊急対策資金 200万円 2.45％ １年以内

◎栃尾地域不況対策緊急資金 3,000万円

５年以内2.1％
信用保証付は1.6％

５年超７年以内 2.2％
信用保証付は1.7％

７年以内 （据置１年以内含む）
栃尾支所
商工観光課
52・5827



●
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資

対
象
＝
排
水
設
備
や
ト
イ
レ
の
改

造
工
事
（
し
尿
浄
化
槽
の
廃
止
を

含
む
）
を
す
る
人
で
、
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
人
①

建
物
の
所
有
者
ま
た
は
所
有
者
の

同
意
を
得
た
借
家
人
な
ど
②
下
水

道
事
業
受
益
者
負
担
金
、
農
業
集

落
排
水
事
業
受
益
者
負
担
金
、
市

税
、
国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し

て
い
な
い
③
独
立
し
た
生
計
を
営

み
償
還
能
力
が
あ
る

限
度
額
＝

一
般
住
宅
80
万
円
、
共
同
住
宅
な

ど
１
５
０
万
円

利
率
＝
年
２
・

０
％

返
済
＝
融
資
を
受
け
た
翌

月
か
ら
36
カ
月
以
内

融
資
時
期

＝
工
事
完
了
後

申
市
内
の
取
り

扱
い
金
融
機
関
へ

問
下
水
道
管

理
課

39
・
２
２
３
５

●
中
小
企
業
従
業
員
と
農
業
者
の

派
遣
研
修
費
用
を
助
成
し
ま
す


長
岡
市
米
百
俵
財
団
で
は
、

中
小
企
業
で
働
く
人
や
農
業
に
従

事
し
て
い
る
人
が
、
派
遣
研
修
に

参
加
す
る
場
合
の
自
己
負
担
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
研
修
＝
次
の
団
体
が
行
う
４

日
間
以
上
の
研
修
（
農
業
研
修
は

海
外
派
遣
研
修
の
み
）
①
国
・
県

・
市
②
中
小
企
業
大
学
校
・
商
工

会
議
所
・
商
工
団
体
③
農
業
関
係

団
体
④
市
内
の
大
学

対
象
＝
市

内
に
事
業
所
が
あ
る
中
小
企
業
の

従
業
員
、
農
業
者

助
成
対
象
経
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282,214人
（－1,139）

137,906人
（－680）

144,308人
（－459）

95,318世帯
（－230）

人口と世帯数 住民基本台帳登録数18.4.1（前月比）

４月から児童手当制度が拡充されました

児童手当を受けるには
養育者による申請が必要です。申請書を忘れずに提出してください。なお、受給者（請求者）は１世帯１人で

す。該当する人は、４月中旬に市から送付された申請書を提出してください（公務員の人は勤務先へ申請）。

対象

小学４年生がいる世帯 小学５・６年生がいる世帯

現在受給して
いる場合

新たに対象となる場合
（所得超過などで今まで未受給含む）

新たに対象となる場合
弟妹が既に受給
している場合

手

続

き

申請は不要





引き続き受
給できます





申請が必要

【必要書類】
・認定請求書
・申請者本人の健康保険被保険者証の写
し（サラリーマンなどの場合のみ）

・児童手当用所得証明書（転入者のみ）

申請が必要

【必要書類】
・認定請求書
・申請者本人の健康保険被保険者証の写
し（サラリーマンなどの場合のみ）

・児童手当用所得証明書（転入者のみ）

申請が必要

【必要書類】
・額改定請求書

◆制度改正に伴う手続き

※児童と別居している場合は、①別居している児童の世帯全員の住民票（市外の場合）②別居申立書が必要です。

これまで小学３年生までの児童を養育している人に

支給されていた児童手当が、制度改正により、小学６

年生まで支給されます（所得制限あり）。

所得制限によりこれまで児童手当を受給していない

場合でも、所得制限の引き上げ（下表参照）に伴い、

新たに児童手当を受給できる場合があります。

※扶養親族等が６人以上の場合は、１人につき38万円を加算

※老人扶養親族がいる場合は、１人につき６万円を加算

支給対象年齢を
小学６年生まで拡大

ポイント

1 所得制限を引き上げ
ポイント

2

改 正 前 改 正 後

対象年齢
小学校第３学年修了前
（９歳到達後最初の３月
31日まで）

小学校第６学年修了前
（12歳到達後最初の３月
31日まで）

手当月額
第１子・第２子 5,000円
第３子以降 10,000円

変更なし

支給時期
２月（10～１月分）
６月（２～５月分）
10月（６～９月分）

変更なし

◆平成18年度所得制限額 （単位：万円）

扶養親族等の数
自営業者

（国民年金加入者）
サラリーマン

（厚生年金等加入者）

０人 460 532

１人 498 570

２人 536 608

３人 574 646

４人 612 684

５人 650 722

問 児童福祉課39・2219

費
＝
受
講
料
・
宿
泊
費
・
交
通
費

の
自
己
負
担
額
の
う
ち
次
の
額
①

国
内
研
修
…
自
己
負
担
額
６
万
円

以
下
の
と
き
は
そ
の
全
額
、
６
万

円
を
超
え
る
と
き
は
超
え
た
額
の

３
分
の
２
以
内
の
額
（
限
度
額
10

万
円
）
②
国
外
研
修
…
自
己
負
担

額
の
３
分
の
２
以
内
の
額
（
限
度

額
30
万
円
）

申
研
修
開
始
日
の

10
日
前
ま
で
に
庶
務
課
内

長
岡

市
米
百
俵
財
団
事
務
局

39
・
２

２
０
３
へ

●
都
市
雨
水
対
策
の
た
め
雨
水
タ

ン
ク
の
設
置
に
補
助
し
ま
す

雨
水
の
流
出
を
抑
え
、
雨
水
を

有
効
に
活
用
す
る
都
市
雨
水
対
策

の
一
環
と
し
て
、
家
庭
で
雨
水
タ

ン
ク
を
購
入
・
設
置
す
る
場
合
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

貯
め
た
水
は
、
花
壇
・
庭
木
の

散
水
や
洗
車
な
ど
の
雑
用
水
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。

対
象
＝
長
岡
地
域
の
柿
川
・
稲
葉

川
周
辺
（
お
お
む
ね
坂
之
上
、
中

島
、
蔵
王
、
川
崎
、
中
沢
の
各
地

区
）
に
居
住
す
る
人

募
集
人
数

＝
50
人
（
先
着
）

補
助
内
容
＝

１
０
０

以
上
貯
留
で
き
る
タ
ン

ク
の
購
入
・
設
置
費
用
の
２
分
の

１
で
上
限
２
万
円
（
１
世
帯
１
基
）

申
５
月
10
日

～
８
月
31
日

に

下
水
道
建
設
課
へ
（
購
入
・
設
置

は
申
し
込
み
後
、
業
者
に
直
接
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
メ
ー
カ
ー
に

よ
り
費
用
は
異
な
り
、
自
己
負
担

が
２
～
４
万
円
程
度
必
要
で
す
）

問
下
水
道
建
設
課

39
・
２
２
３

４
、
Ｅ
メ
ー
ルgesuik

en
@
city.

n
ag

aok
a.lg

.jp
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急患診療のお知らせ
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用ください。

休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日急患診療
所へ

中越こども急患センター（西千手２の５の１健康センター内）

小国診療所（小国町楢沢88）

休日在宅当番医（見附・中之島地区）

受付時間はお問い合わせください。

夜間等の当番病院
①平日夜間当番病院

②休日当番病院

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

診療科目 受付時間

休 日 急 患 診 療 所
35・8255
35・8266

内科（小児科）
外科

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
33・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

診療科目 受付時間

中越こども急患センター
94・4636 小児科 月～金（祝休日は除く）

午後６時45分～９時30分

診療科目 受付時間

小 国 診 療 所
95・2010 内科・歯科

第３日曜日のみ
午前８時30分～11時30分
午後３時～４時30分

月曜日・木曜日 立 川 綜 合 病 院33・3111
火曜日・金曜日 長岡赤十字病院28・3600
水曜日・土曜日 長岡中央綜合病院35・3700

５月３日・７日
28日 長岡赤十字病院28・3600

５月４月・14日
６月４日 長岡中央綜合病院35・3700

５月５日・21日
６月11日 立 川 綜 合 病 院33・3111

▲雨水タンクの一例

期 日 内 科 外 科

５

月

３日 霜 鳥 医 院62・0579 星整形外科医院66・8808

４日 さ え き 内 科66・8500 寺 師 医 院62・0137

５日 石 川 医 院66・2140 わたなべ皮フ科62・7750

７日 見附市立病院62・2800 見附市立病院62・2800

14日 林俊壱クリニック66・3000 石 澤 医 院62・2500

21日 村 上 医 院63・4600 貝 瀬 皮 膚 科66・8100

28日 内 島 医 院66・2446 見 附 南 医 院63・4477

６
月

４日 見附市立病院62・2800 見附市立病院62・2800

11日 田 﨑 医 院62・1122 金 井 医 院62・0116

※被災住宅復興資金については、これまでど

おりの利率（1.6％）で申し込みができます。

問建築住宅課住宅政策係39・2265

住宅建設等制度融資の
利率が変わりました

資金の種別
利率（固定金利）

平成17年度 平成18年度

新 築
資 金

落 雪 式
屋根住宅

1.6％ 2.0％

融 雪 式
屋根住宅

耐雪住宅

リフォーム
資金

融 雪 式
屋根改良



催

し

■
県
立
歴
史
博
物
館


47
・
６
１
３
５

企
画
展
「
重
要
文
化
財

越
後
文

書
宝
翰

ほ
う
か
ん

集
の
世
界
」

期
間
＝
第
１
期
…
５
月
７
日

ま
で

第
２
期
…
５
月
13
日

～
28
日


時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

※
展
示
品
は
第
１
期
と
第
２
期
で
入

れ
替
え

入
館
料
＝
一
般
４
０
０
円
、

大
学
・
高
校
生
２
０
０
円
、
小
・
中

学
生
１
０
０
円

■
県
立
近
代
美
術
館


28
・
４
１
１
１

展
覧
会
「
県
民
の
美
の
財
産
Ⅳ

新
収
蔵
・
相
澤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

中
心
に
」

日
時
＝
６
月
４
日

ま
で
（
月
曜
休

館
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

入
館
料

＝
一
般
４
１
０
円
、
大
学
・
高
校
生

２
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
円
、

土
・
日
・
祝
日
は
小
・
中
学
生
無
料

※
県
立
美
術
館
友
の
会
で
は
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
会
員
に
は
入
館

料
の
割
引
な
ど
特
典
あ
り
。
会
費
な

ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
友
の
会
事

務
局
（
近
代
美
術
館
内
）
佐
藤
さ
ん


28
・
４
１
１
１
へ

■
や
さ
し
い
護
身
術
体
験
会（
無
料
）

小
・
中
学
生
と
女
性
を
対
象
に
し

た
空
手
・
空
道
の
基
本
、
キ
ッ
ク
ミ

ッ
ト
や
護
身
術
の
体
験
会
で
す
。

日
時
＝
①
５
月
８
日

午
後
７
時
～

９
時
②
５
月
９
日

午
後
７
時
～
９

時
③
５
月
10
日

午
後
７
時
30
分
～

９
時

会
場
＝
①
大
道
塾
高
畑
道
場

②
大
島
中
学
校
体
育
館
③
栃
尾
体
育

館
ア
リ
ー
ナ

問
大
道
塾
事
務
局
・

遠
藤
さ
ん

35
・
４
８
０
９

■
講
習
会
「
生
活
と
食
の
基
礎
と
技

術
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
」

日
時
＝
５
月
11
日
・
18
日
・
25
日
の

各
木
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１

時

会
場
＝
長
岡
友
の
家
（
稲
葉
町
）

受
講
料
＝
４
、５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

・
食
材
料
費
を
含
む
。
初
回
ま
で
に

納
入
）

定
員
＝
12
人
（
先
着
）

※
一
時
保
育
あ
り

申
５
月
６
日


ま
で
に
長
岡
友
の
家

・

24
・
１

８
１
５
ま
た
は
石
黒
さ
ん

・

39

・
０
１
５
８
へ

■
長
岡
地
区
２
０
０
７
大
卒
等
就
職

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

日
時
＝
５
月
11
日

午
後
１
時
30
分

～
４
時

会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡

内

容
＝
参
加
企
業
と
の
個
別
説
明
会
・

面
接
会

対
象
者
＝
平
成
19
年
３
月

に
大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
門
学
校

卒
業
予
定
の
人

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

長
岡

32
・
１
１
８
１

■
長
岡
郷
土
史
講
演
会
（
無
料
）

「
南
北
朝
の
動
乱
と
蔵
王
堂
～
中

世
の
長
岡
こ
ぼ
れ
話
～
」

日
時
＝
５
月
13
日

午
後
１
時
30
分

か
ら

会
場
＝
厚
生
会
館
第
一
小
ホ

ー
ル

講
師
＝
文
書
資
料
室
嘱
託
員

・
田
中
洋
史
さ
ん

問
長
岡
郷
土
史

研
究
会

36
・
７
８
３
２

■
講
演
会
「
お
芝
居
と
わ
た
し
」

（
無
料
）

日
時
＝
５
月
13
日

午
後
３
時
15
分

～
４
時

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
地

下
イ
ベ
ン
ト
広
場

定
員
＝
１
５
０

人（
先
着
）

講
師
＝
女
優
・
川
口
敦

子
さ
ん

問
長
岡
市
民
劇
場

35
・

９
５
３
８
（
平
日
正
午
～
午
後
７
時
）

■
講
演
会「
堀
口
大
學
」（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
20
日

午
後
２
時
～
３

時
30
分

会
場
＝
中
央
図
書
館
第
一

講
座
室

講
師
＝
堀
口
大
學
研
究
家

・
松
本
和
男
さ
ん

演
題
＝
大
學
と

わ
た
し

問
長
岡
★
堀
口
大
學
を
語

る
会
・
佐
藤
さ
ん

36
・
６
０
５
５

※
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望

者
は
講
演
会
当
日
に
会
場
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
会
費
無
料
。

■
映
画
「
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
」
上
映

会
日
時
＝
５
月
20
日

午
後
０
時
20
分
、

２
時
40
分
、
５
時
、
７
時
30
分

会

場
＝
市
立
劇
場

入
場
料
＝
（
前
売

り
）
一
般
・
学
生
１
、４
０
０
円
、
ペ

ア
２
、４
０
０
円
（
当
日
は
一
般
３
０

０
円
増
、
学
生
１
０
０
円
増
。
60
歳

以
上
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
所
持
者
と
そ
の
介
助
者
、
外
国
籍

の
人
、
小
・
中
学
生
１
、０
０
０
円
）

問
市
民
映
画
館
を
つ
く
る
会

・

33

・
１
２
３
１

■
講
談
「
山
内
一
豊
の
出
世
学
」

（
無
料
）

日
時
＝
５
月
24
日

午
後
３
時
～
４

時
30
分

会
場
＝
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル

講
師
＝
女
流
講
談
師
・
神
田

紫
さ
ん

問

長
岡
法
人
会

35
・

０
３
２
８
、

39
・
７
６
３
０

■
家
庭
倫
理
の
会
長
岡
市
講
演
会

「
生
き
る
力
」
を
家
庭
で
高
め
る

日
時
＝
５
月
27
日

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル

入

場
料
＝
１
、０
０
０
円

問
家
庭
倫
理

の
会
長
岡
市
・
五
十
嵐
さ
ん

33
・

６
８
４
４

■
リ
ト
ミ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か

リ
ト
ミ
ッ
ク
は
心
と
体
を
使
っ
て

音
楽
を
表
現
し
て
ゆ
く
教
育
法
で
す
。

日
時
＝
５
月
28
日

午
前
10
時
～
午

後
１
時

会
場
＝
東
部
ど
ん
ぐ
り
保

育
園

対
象
＝
中
学
生
以
上

講
師

＝
国
立
音
楽
大
学
講
師
・
馬
淵
明
彦

さ
ん

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円

問

新
潟
リ
ト
ミ
ッ
ク
の
会
・
内
山
さ
ん


39
・
５
０
８
１

■
こ
ど
も
樹
木
博
士
学
校
に
参
加
し

ま
せ
ん
か

日
時
＝
５
月
28
日

午
前
９
時
～
午

後
４
時

会
場
＝
巴
ヶ
丘
自
然
公
園
、

越
路
郷
土
資
料
館

対
象
と
定
員
＝

小
学
３
～
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

（
25
人
程
度
）

参
加
料
＝
会
員

…
大
人
８
０
０
円
、
子
ど
も
３
０
０

円
、
一
般
…
大
人
１
、
０
０
０
円
、

子
ど
も
５
０
０
円

内
容
＝
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
森
の
散
策
、
樹
木
ツ

ア
ー
な
ど

申
こ
し
じ
水
と
緑
の
会

・
平
沢
さ
ん

・

92
・
５
２
３
８

■
長
岡
市
民
釣
大
会

日
時
＝
６
月
４
日

午
前
６
時
に
会

場
集
合

会
場
＝
長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
市
民
釣
場

対
象
魚
＝
へ
ら
鮒

（
小
・
中
学
生
は
自
由
）

参
加
料

＝
大
人
１
、５
０
０
円
、
小
・
中
学
生

７
０
０
円

申
５
月
21
日

ま
で
に

市
内
の
釣
具
店
に
あ
る
所
定
の
用
紙

で
各
釣
具
店
へ

問
長
岡
市
釣
魚
連

盟
事
務
局
・
三
浦
さ
ん

33
・
２
８

８
１

■
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

実
践
講
座
～
明
日
を
拓
く
子
育
て

支
援
と
は
～

日
時
＝
６
月
４
日

・
11
日

・
18

日

・
25
日

の
午
前
10
時
～
午
後

４
時
30
分
（
25
日
は
午
後
１
時
か
ら
）

会
場
＝
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
市
民
セ

ン
タ
ー
２
階
）

講
師
＝
新
潟
大
学

医
学
部
教
授
・
佐
山
光
子
さ
ん
ほ
か

対
象
と
定
員
＝
女
性
30
人
（
先
着
）

受
講
料
＝
８
、０
０
０
円
（
６
月
４
日


の
公
開
講
座
の
み
１
、０
０
０
円
）

申
５
月
31
日

ま
で
に
、
女
の
ス
ペ

ー
ス
・
な
が
お
か

・

38
・
０
４

５
６
へ

ス
ポ
ー
ツ

■
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
初
心
者
無
料
体
験

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
と
対
象
＝
５
月
15
日

午
後
６

時
30
分
～
７
時
20
分
…
年
中
・
年
長

市民のみなさんや国、県、市の外郭団体
などからの催し案内、会員募集、各種お知
らせを掲載しています。
原稿は掲載希望日の前月１日（土・日・

祝日の場合はその前日）までに〒940―8501
広報課広報編集係へ郵送、持参、FAX39・
2272、Ｅメールinf-prd@city.nagaoka.lg.
jpで提出してください。締め切りは厳守し
てください。なお、７月号は６月１日が
締め切り日となります（必着）。
次に該当するものは原則掲載できません。

①広く市民が参加・募集できないもの
②活動が主に市外で行われているもの
③独自のＰＲ手段を持っているもの（新聞
・テレビ広告など）

④政治・宗教または営利を目的とするもの
また、応募多数の場合、掲載できないこ

とがあります。会員募集は原則として掲載
後１年間再度掲載しません。
問い合わせ＝広報課39・2202

30市政だより 2006.5

児
と
保
護
者
、
５
月
18
日

午
後
６

時
30
分
～
７
時
20
分
…
小
学
生
、
午

後
７
時
30
分
～
８
時
30
分
…
一
般
成

人

会
場
＝
北
部
体
育
館

持
ち
物

＝
運
動
の
で
き
る
服
装
、
内
履
き

問
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
サ
ー
ク
ル
・
結
城

さ
ん

31
・
５
２
３
６

■
婦
人
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講

習
会

日
時
＝
５
月
16
日

・
23
日

・
30

日

の
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会

場
＝
厚
生
会
館
第
一
・
第
二
小
ホ
ー

ル

コ
ー
ス
＝
一
般
、
シ
ル
バ
ー

持
ち
物
＝
内
履
き

参
加
料
＝
６
０

０
円

申
５
月
12
日

ま
で
に
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課

32
・
６
１
１
７
へ

申
・
問
ア
ン
テ
ィ
ー
ズ
・
結
城
さ
ん


２
７
・
５
４
３
１

■
フ
ァ
ン
シ
ー
マ
ミ
ー
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
初
心
者
講
習
会

日
時
＝
５
月
19
日
～
６
月
２
日
の
毎

週
金
曜
日
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場
＝
厚
生
会
館
第
一
・
第
二
小
ホ

ー
ル

持
ち
物
＝
内
履
き

参
加
料

＝
６
０
０
円

問
フ
ァ
ン
シ
ー
マ
ミ

ー
・
小
林
さ
ん

33
・
６
８
０
８

■
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

日
時
＝
５
月
20
日
～
９
月
30
日
の
毎

週
土
曜
日
午
後
２
時
～
４
時
（
５
月

20
日
・
27
日
は
無
料
体
験
会
）

会

場
＝
中
央
公
民
館

参
加
料
＝
３
、０

０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

問
長
岡
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
・

馬
場
さ
ん

66
・
７
８
５
６

■
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
初
心
者
募
集

日
時
＝
５
月
か
ら
の
毎
週
金
曜
日

昼
の
部
…
午
前
11
時
30
分
～
午
後
１

時

夜
の
部
…
午
後
７
時
30
分
～
９

時

会
場
＝
昼
は
栖
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
、
夜
は
越
路
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー

持
ち
物
＝
運
動
の
で
き

る
服
装
、
内
履
き

会
費
＝
月
１
、０

０
０
円

問
長
岡
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
金

子
さ
ん

47
・
６
０
１
１

■
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
キ
ッ
ズ

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
会
員
募
集

会
場
と
練
習
日
時
＝
旭
岡
中
学
校
体

育
館
…
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
～
８

時
30
分
、
豊
田
小
学
校
体
育
館
…
毎

週
土
曜
日
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30

分

対
象
＝
小
学
２
～
５
年
生

年

会
費
＝
６
、０
０
０
円

問
風
間
さ
ん


０
９
０
・
１
４
５
８
・
８
７
０
３

■
女
性
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
員
募
集

練
習
日
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
か

ら
、
毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
か
ら

会
場
＝
ア
ル
プ
ス
電
気
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
東
高
見
１
）

対
象
＝
初
心
者
～

上
級
者

年
会
費
＝
１
２
、０
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

申
長
岡
市
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
・
遠
藤
さ
ん

35
・

４
６
５
２

■
子
ど
も
リ
ズ
ム
体
操
教
室

日
時
＝
５
月
12
日
か
ら
の
毎
週
金
曜

日
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場
＝

新
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
講
堂

対
象
＝
入
園
前
の
乳
幼
児

内
容
＝

親
子
体
操
、
歌
遊
び
、
紙
芝
居
な
ど

講
師
＝
平
沢
康
子
さ
ん
、
荒
木
千
賀

子
さ
ん

参
加
料
＝
３
カ
月
３
、０
０

０
円

問
新
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

36
・
９
２
３
０

■
長
岡
婦
人
水
泳
ク
ラ
ブ
水
泳
教
室

日
時
＝
５
月
24
日
～
６
月
28
日
の
毎

週
水
曜
日
午
前
11
時
55
分
～
午
後
１

時

会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

温
水
プ
ー
ル

対
象
＝
女
性

参
加

料
＝
４
、０
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

申
５
月
17

日

ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日

を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―
０
０
３
６

愛
宕
１
の
１
の
２
難
波
久
美
子
さ
ん


０
８
０
・
１
０
９
４
・
５
５
６
５

へ■
鋸
山
清
掃
登
山

日
時
＝
６
月
４
日

午
前
８
時
～
午

後
３
時

集
合
＝
栖
吉
登
山
口

持

ち
物
＝
昼
食
、
軍
手
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

参
加
料
＝
１
０
０
円
（
保
険
料
・
豚

汁
代
）

申
５
月
20
日

ま
で
に
長

岡
勤
労
者
山
岳
会
・
大
室
さ
ん

34

・
５
８
０
１
へ

健

康

■
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
会
（
無
料
）

日
時
＝
５
月
14
日

午
前
10
時
～
午

後
４
時

会
場
＝
ジ
ャ
ス
コ
長
岡
店

対
象
＝
18
～
54
歳
の
人

問
に
い
が

た
骨
髄
バ
ン
ク
を
育
て
る
会

０
２

５
・
２
３
３
・
５
９
６
３

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

日
時
＝
５
月
15
日

、
６
月
19
日


の
午
後
２
時
～
３
時
30
分

内
容
＝

精
神
科
医
師
に
よ
る
精
神
一
般
相
談

（
予
約
制
）

会
場
・
申
県
長
岡
地

域
振
興
局
地
域
保
健
課

33
・
４
９

３
１

■
摂
食
障
害
経
験
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

よ
る
講
演
会
「
本
音
で
語
る
本
人

と
親
と
の
関
係
」

日
時
＝
５
月
27
日

午
前
10
時
30
分

～
午
後
３
時

会
場
＝
阪
之
上
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
摂
食

障
害
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
粕
谷
な
ち
さ

ん
、
同
・
草
薙
和
美
さ
ん

参
加
料

＝
５
、０
０
０
円
（
家
族
の
み
２
人
目

か
ら
２
、５
０
０
円
）

※
グ
ル
ー
プ

セ
ラ
ピ
ー
あ
り
。
申
四
ツ
葉
絹
の
会

・
荒
川
さ
ん

０
９
０
・
５
５
５
４

・
７
８
７
０

■
講
演
会
「
広
汎
性
発
達
障
害
の
神

経
行
動
学
的
特
性
」

日
時
＝
６
月
10
日

午
後
１
時
～
３

時
30
分

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

・
シ
ア
タ
ー

講
師
＝
京
都
大
学
医

学
部
教
授
・
十と

一い
ち

元も
と

三み

さ
ん

会
費

＝
３
、０
０
０
円
（
家
族
は
複
数
参
加

で
も
３
、０
０
０
円
）

申
往
復
は
が

き
に
講
演
会
希
望
と
書
い
て
〒
９
４

０
―
０
０
１
５
寿
２
の
４
の
１
新
潟

県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
児
童
青
年

指
導
科

24
・
３
９
３
０
小
野
笑
美

子
さ
ん
へ

く
ら
し

■
人
権
擁
護
委
員
の
日
「
法
務
総
合

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
（
無
料
）

日
時
＝
６
月
１
日

午
前
10
時
～
午

後
３
時

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
２

０
３
・
２
０
４
会
議
室

相
談
内
容

＝
家
庭
内
の
も
め
ご
と
・
相
続
・
金

銭
・
い
じ
め
問
題
な
ど
（
秘
密
厳
守
）

問
新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局

33

・
６
９
０
１

■
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー
・
マ

ン
シ
ョ
ン
問
題
無
料
相
談
会

期
日
＝
６
月
３
日


内
容
と
時
間

＝
セ
ミ
ナ
ー
①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
受
信
に
つ
い
て
②
マ
ン
シ
ョ
ン
の

耐
震
構
造
に
つ
い
て
…
午
後
１
時
10

分
か
ら

相
談
会
…
午
後
３
時
30
分

か
ら

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
２
０

１
会
議
室

持
ち
物
＝
管
理
規
約
な

ど
（
相
談
会
の
み
）

申
５
月
31
日


ま
で
に
新
潟
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

士
会
・
小
林
さ
ん

０
２
５
・
２
４

６
・
７
２
８
５
へ

■
子
猫
の
里
親
さ
が
し

子
猫
（
生
後
２
カ
月
ま
で
）
を
飼

え
な
く
な
っ
た
人
、
飼
い
た
い
人
は

ど
う
ぞ
。
市
立
劇
場
で
動
物
愛
護
・

福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
大
会
も
同
時
開

催
。

日
時
＝
５
月
28
日

午
前
９
時
～
午

後
３
時

会
場
＝
市
立
劇
場
入
口
前

問
捨
て
猫
防
止
会
・
青
木
さ
ん

37

・
６
１
３
９

募

集

■
長
岡
お
や
こ
劇
場
会
員
募
集

親
子
で
劇
や
音
楽
な
ど
「
生
の
ス

テ
ー
ジ
」
を
定
期
的
に
鑑
賞
し
ま
す
。

第
１
回
目
は
６
月
４
日

「
キ
マ
グ

レ
サ
ー
カ
ス
」（
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
）
で
す
。

会
費
＝
月
１
人
１
、

０
０
０
円
（
同
一
世
帯
３
人
目
会
員

か
ら
は
１
人
８
０
０
円
）

問
長
岡

お
や
こ
劇
場
事
務
局

35
・
０
０
２

５
（
火
～
土
曜
日
の
午
前
10
時
30
分

～
午
後
３
時
）

■
「
和

な
ご
み

の
会
」会
員
募
集（
見
学
可
）

一
緒
に
煎
茶
（
方
円
流
・
立
礼

り
ゅ
う
れ
い

）

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
～
３

時
30
分

会
場
＝
中
央
公
民
館
３
階

和
室

会
費
＝
月
２
、０
０
０
円

申

同
会
・
小
川
さ
ん

33
・
０
６
４
９

ま
た
は
当
日
直
接
会
場
へ

■
巣
立
ち
の
会

仲
間
を
募
集

日
時
＝
毎
月
第
２
金
曜
日
午
前
９
時

15
分
～
11
時
30
分

内
容
＝
脳
卒
中

後
遺
症
を
持
つ
人
が
自
主
的
に
集
ま

り
、
体
操
や
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い

ま
す

会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み

や
う
ち
２
階
機
能
訓
練
室

参
加
料

＝
月
２
０
０
円

申
し
込
み
は
随
時

問
同
会
・
青
柳
さ
ん

23
・
１
２
５

５
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春から初夏にかけて色鮮やかな花を

咲かせ、私たちの目を楽しませてくれ

るツツジ。その種類は自生種だけでも

20種類以上にのぼり、花の色も赤、白、

紫、橙色と多彩です。

長岡市は昭和61年、市制施行80周年

を記念し、市の木・市の花を制定しま

した。市民投票の結果、公共緑地や家

庭で広く栽培されているツツジが市の

花に選ばれました。

市内では、県の天然記念物に指定さ

れている樹齢800年の大積（長岡地域）

の大ツツジ（写真）や、悠久山公園、

楽山苑（与板地域）のツツジが有名で

す。

また、大積地区では、１万本の純白

な白ツツジに囲まれた魅力ある地域づ

くりを進めようという取り組みが、平

成９年から続けられています。

1313

ツツジ
【長岡市の花】

三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
広

大
な
敷
地
内
に
、
和
島
地
域
の
歴

史
と
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
点

在
す
る
良
寛
の
里
わ
し
ま
。
そ
の

う
ち
の
一
つ
が
良
寛
の
里
美
術
館

で
す
。

館
内
に
は
、
良
寛
が
残
し
た
和

歌
や
漢
詩
を
は
じ
め
、
晩
年
、
良

寛
が
和
歌
を
詠
み
交
わ
し
心
を
通

わ
せ
た
貞て

い

心し
ん

尼に

や
、
良
寛
の
父
・

以い

南な
ん

、
弟
・
由
之

ゆ
う
し

の
書
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
良
寛
の
足
跡
を
分
か
り

や
す
く
ま
と
め
た
ビ
デ
オ
を
大
型

ス
ク
リ
ー
ン
で
見
る
こ
と
の

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
習
字

と
折
り
紙
を
無
料
で
体
験
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
親
子

連
れ
で
も
楽
し
め
ま
す
。

和
島
の
豊
か
な
自
然
の
中

で
、
い
つ
も
穏
や
か
な
笑
顔

で
人
と
接
し
た
良
寛
。「
こ
の

里
に

手
ま
り
つ
き
つ
つ

子
ど
も
ら
と

遊
ぶ
春
日
は

暮
れ
ず
と
も
よ
し
」
の
歌
に
象
徴

さ
れ
る
、
お
お
ら
か
で
や
さ
し
い

そ
の
人
柄
に
心
行
く
ま
で
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

開
館
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
。
入
館
料
は
、
大

人
五
百
円
、
小
・
中
学
生
三
百
円

で
す
。
団
体
割
引
や
良
寛
の
里
わ

し
ま
内
に
あ
る
菊
盛
記
念
美
術
館

と
の
割
引
共
通
入
場
券
も
あ
り
ま

す
。
年
末
年
始
休
館
。

交
通
案
内
＝
中
之
島
見
附
Ｉ
Ｃ
か

ら
車
で
約
二
十
分
。

「緑映える西山連峰を走ろう！」という有

志の一声から生まれた、みしま西山連峰登山

マラソン大会。昭和60年から行われている三

島地域の５月の恒例行事です（今年は５月21

日に開催）。

７・13水害の影響で昨年から暫定的にコー

スが一部変更になりましたが、三島地域の豊

かな自然の中を走り抜けるすがすがしさは格

別です。沿道からも、その走りに温かい声援

が送られ、レースに彩りを添えます。

年代別や男女別の部門に加えて、夫婦・親

子がペアで参加できる種目も設けられていま

す。

今年も、県内外から約260人がエントリー。

参加者は、さわやかな風と鮮やかな緑を体い

っぱいに感じながら、「みしま路」を駆け抜け

ます。

1313

1313

▲完走目指してスタート！コースは３㎞、10㎞、20㎞の
３種類あり、それぞれの体力に合わせて参加することが
できます。

良寛の里美術館 74・3700【島崎】

み
し
ま
西
山
連
峰

登
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会

【
５
月
／
三
島
地
域
】
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▲中央に良寛像を配した、明るく
見やすい館内


